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こ
れ
か
ら
も
、
一
緒
に

こ
ん
に
ち
は
、『
福
玉
便
り
』と
申
し
ま

す
。福

島
・
東
北
か
ら
、
未
だ
に
5
、

0
0
0
人
近
く
の
方
が
、
ふ
る
さ
と
を
遠

く
離
れ
、
家
族
と
離
れ
、
埼
玉
県
や
周
辺

の
自
治
体
に
避
難
・
移
住
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

『
福
玉
便
り
』
は
こ
う
し
た
方
々
に
向

け
た
唯
一
の
情
報
誌
と
し
て
２
０
１
２

年
４
月
に
創
刊
し
、
多
く
の
団
体
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
企
業
の
方
々
の
協
力
の
も

と
、
こ
の
一
年
も
毎
月
4
、0
0
0
部
を
お

届
け
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
も
ま

た
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
広
域
避
難
の
現

状
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
『
福
玉

便
り
2
0
1
6
春
の
号
外
』
を
発
行
し
ま

し
た
。
マ
ッ
プ
や
活
動
報
告
を
見
る
と
、

県
内
各
地
で
出
会
い
の
場
が
生
ま
れ
、
交

流
が
広
が
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
今
回
ご
紹
介
で
き
た
活
動
は
、
み
ん

な
で
紡
ぎ
あ
げ
て
き
た
も
の
の
、
ほ
ん
の

一
部
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
ま
だ
情
報

が
届
か
ず
孤
立
し
て
お
ら
れ
る
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

使
っ
て
「
福
玉
便
り
、
届
い
て
い
ま
す

か
？
」
と
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。『
福
玉

便
り
』
は
埼
玉
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た

ひ
と
り
ひ
と
り
の
方
に
、
適
切
な
情
報
と

と
も
に
、
多
く
の
つ
な
が
り
が
側�

�

に
あ
る

こ
と
を
伝
え
続
け
ま
す
。

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
た
ち
、

東
北
・
福
島
に
戻
る
の
か
、
県
内
に
定
住

す
る
か
を
問
わ
ず
、
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
が
自
身
の
お
気
持
ち
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
よ
り
良
い
選
択
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
丁
寧
な

サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
局
面
を
迎
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
き
め
細
か
い
支

援
を
行
う
た
め
に
、
新
た
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
県
内
地
元
・
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
、避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の「
い
ま
」に

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
埼
玉
で
始
ま
っ

た
こ
の
取
り
組
み
の
サ
ポ
ー
タ
ー
・
仲

間
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま

す
。『

号
外
』の
発
行
に
あ
た
り
、ア
ン
ケ
ー

ト
や
座
談
会
、
取
材
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
方
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
福
玉
便
り
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
誌
を
き
っ
か
け

に
、
広
域
避
難
の
現
状
へ
の
理
解
が
さ
ら

に
広
が
る
こ
と
、
動
き
出
す
人
が
増
え
る

こ
と
を
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
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岩手県 152人

茨城 39人　栃木 12人
千葉    8人       不明　11人

宮城県 400人

福島県 4,219人

■
埼
玉
県
に
お
け
る
避
難
者
数
の
推

移『
福
玉
便
り
』
編
集
部
で
は
、
今
年
も
埼
玉

県
内
の
避
難
者
数
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
合
算
す
る
と
、
4
、
8
4
1
人
。

一
方
、
埼
玉
県
庁
お
よ
び
復
興
庁
の
発
表
数

は
2
0
1
6
年
1
月
1
日
時
点
で
5
、

1
0
2
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
・
2
0
1
4
年
に
は
、『
福

玉
便
り
編
集
部
』
調
査
と
復
興
庁
・
埼
玉
県

発
表
数
に
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、

埼
玉
県
の
集
計
方
法
の
変
更
を
受
け
て
、
昨

年
に
続
い
て
埼
玉
県
・
復
興
庁
の
発
表
数

と
近
い
数
字
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
今
回
も
集
計
日
時
は
市
町
村
に

よ
っ
て
異
な
り
、2
0
1
5
年
6
月（
1
件
）、

9
月
（
2
件
）、
10
月
（
3
件
）、
11
月
（
1

件
）、
12
月
（
4
件
）、
2
0
1
6
年
1
月
（
28

件
）、
2
月
（
23
件
）
と
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
掲
載
し
た
人
数
が

2
0
1
5
年
2
月
時
点
で
の
人
数
と
は
一
致

し
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
『
福
玉
便
り
』
編
集

部
調
査
と
埼
玉
県
・
復
興
庁
発
表
の
避
難

者
数
を
見
て
み
る
と
、
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
埼
玉
県
に
お

け
る
避
難
者
が
６
７
３
人
（
埼
玉
県
・
復
興

庁
発
表
数
で
は
５
３
０
人
）、こ
の
一
年
間
で

「
減
っ
て
」
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ

し
、
減
少
分
の
約
６
０
０
人
が
「
帰
還
」
を

し
て
、
約
５
、
０
０
０
人
の
方
が
埼
玉
県
に

「
定
着
」
し
て
い
る
と
簡
単
に
結
論
付
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
様
々
な
事
情
の
も
と

で
、
埼
玉
県
内
に
「
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
」
方
々
が
大
勢
い
る
か
ら
で
す
。

■
埼
玉
県
へ
の
避
難
者
の
数
と
経
緯

そ
れ
で
は
、
埼
玉
県
内
の
約
5
、
0
0
0

人
は
、
主
に
ど
の
地
域
か
ら
避
難
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
ま
か
に
は
、
以
下
の

『
福
玉
便
り
』編
集
部
で

は
2
0
1
3
年
・
2
0
1
4
年
・

2
0
1
5
年
の
1
月
に
埼
玉
県
内
の

市
町
村
を
対
象
と
し
た
避
難
者
数
調
査
を

実
施
し
、2
0
1
3
年
は
6
、7
5
0
人
、

2
0
1
4
年
は
5
、8
9
5
人
、2
0
1
5

年
は
5
、5
1
4
人
と
い
う
結
果
が
出
ま

し
た（『
福
玉
便
り
2
0
1
3
年
春
の
号

外
』『
2
0
1
4
年
春
の
号
外
』『
福
玉
便
り

2
0
1
5
年
春
の
号
外
』）。

昨
年
の
調
査
か
ら
1
年
が
経
ち
、現

在
、埼
玉
県
内
に
何
人
の
方
が
避
難
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。こ
こ
で
は
、埼
玉

県
内
の
避
難
者
数
の
最
新
デ
ー
タ
を
お
伝

え
い
た
し
ま
す
。（
編
集
部
・
原
田
）

帰還困難区域：放射線量が非常に
高いレベルにあることから、バリケー
ドなど物理的な防護措置を実施し、避
難を求めている区域。

居住制限区域：将来的に住民の方
が帰還し、コミュニティを再建するこ
とを目指して、除染を計画的に実施す
るとともに、早期の復旧が不可欠な基
盤施設の復旧を目指す区域。

避難指示解除準備区域：復旧・復
興のための支援策を迅速に実施し、住
民の方が帰還できるための環境整備を
目指す区域。
↑区域の説明：ふくしま復興ステーションのWEBより。

「避難」
の

現在。

↑経済産業省のWEBより
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu/hinanshiji/2015/pdf/0807_01c.pdf



3
つ
の
地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
福
島
県
内
か
ら
国
や
自
治
体
の
指
示

に
よ
っ
て
避
難
し
た
、「
強
制
避
難
」
の

方
々
。
2
0
1
1
年
4
月
に
全
域
も
し
く
は

一
部
が
「
警
戒
区
域
」「
計
画
的
避
難
区
域
」

「
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
」（
注
）
に
指
定
さ

れ
た
、
浪
江
町
・
双
葉
町
・
大
熊
町
・
富
岡

町
・
楢
葉
町
・
葛
尾
村
・
南
相
馬
市
・
川

内
村
・
飯
舘
村
・
川
俣
町
・
田
村
市
・
広

野
町
の
1
2
市
町
村
か
ら
の
避
難
者
数
を
合

計
す
る
と
、
今
回
の
調
査
の
判
明
分
で
3
、

1
6
8
人
に
な
り
ま
す
。

②
国
や
自
治
体
の
指
示
と
は
別
に
、
原
発

事
故
の
影
響
で
福
島
県
内
か
ら
「
自
主
避

難
」
し
た
方
々
。
郡
山
市
・
福
島
市
・
い
わ

き
市
な
ど
、
右
の
12
市
町
村
を
除
く
福
島
県

か
ら
の
避
難
者
数
を
合
計
す
る
と
、
今
回
の

調
査
の
判
明
分
で
9
0
0
人
に
な
り
ま
す
。

③
埼
玉
県
に
は
福
島
県
だ
け
で
な
く
、
地

震
・
津
波
・
放
射
能
被
害
に
よ
っ
て
、
宮
城

県
・
岩
手
県
・
茨
城
県
・
栃
木
県
・
千
葉

県
か
ら
も
避
難
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
県
か
ら
の
避
難
者
数

は
、
今
回
の
調
査
の
判
明
分
で
6
3
5
人
に

な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
区
分
け
は
便
宜
的

な
も
の
で
あ
り
、
南
相
馬
市
の
よ
う
に
警
戒

区
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
に
分
か
れ
た
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
指
示
区
域

の
再
編
に
よ
っ
て
「
強
制
避
難
」
と
「
自
主

避
難
」
の
境
目
も
曖
昧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
埼
玉

県
内
に
は
3
つ
の
異
な
る
地
域
事
情
を
背
負

っ
て
避
難
し
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
、
そ

の
上
で
さ
ら
に
個
々
の
生
活
事
情
に
応
じ

た
避
難
生
活
が
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
）「
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
」
は
2
0
1
1

年
9
月
に
解
除
と
な
り
、「
警
戒
区
域
」
と
「
計
画

的
避
難
区
域
」は
2
0
1
2
年
4
月
か
ら
、「
避
難

指
示
解
除
準
備
区
域
」「
居
住
制
限
区
域
」「
帰
還

困
難
区
域
」
へ
と
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

3
区
域
も
2
0
1
4
年
4
月
以
降
に
解
除
が
始

ま
り
、
現
時
点
で
田
村
市
・
川
内
村
・
楢
葉
町
の

「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」
が
解
除
さ
れ
ま
し

た
。

3

さいたま市
616人

上尾市
261人

川島町
4人

桶川市
93人

北本市7人
伊奈町
15人 春日部市

114人

杉戸町35人

幸手市29人

白岡市
5人

蓮田市
38人

三芳町
9人

宮代町
26人

越谷市
265人

草加市
157人

八潮市
79人

三郷市
83人

吉川市
23人

松伏町
12人

川口市
444人

蕨市
10人

戸田市
82人

和光市
51人

朝霞市
41人

志木市14人
富士見市
36人

ふじみ野市
125人

川越市
149人

鶴ヶ島市
90人

久喜市120人

加須市
574人

鴻巣市
 101人

吉見町
7人

坂戸市
62人

東松山市
88人

熊谷市
76人

深谷市
58人

本庄市
12人

神川町
3人

行田市
23人

羽生市
52人

新座市
98人

所沢市
154人

狭山市
155人

日高市
18人飯能市35人

秩父市
42人

毛呂山町
55人

鳩山町
31人越生町

2人

ときがわ町
7人横瀬町

0人

美里町
0人

上里町
1人

寄居町
32人

長瀞町
0人

小鹿野町
0人

滑川町
6人

皆野町
0人 東秩父村

　0人

小川町
8人

入間市83人

嵐山町
25人

4,841人？

東北・福島から埼玉県内へ避難されている方

『福玉便り』編集部では2016年1月～2月
に、埼玉県内の全63市町村を対象としたア
ンケート調査を実施しました。「各自治体内
の受け入れ避難者数と、避難元の内訳」「実
施している生活支援」などをお尋ねし、蕨市
を除く62市町村からご回答をいただきまし
た。ご協力いただいた担当課の皆様に、御
礼を申し上げます。

各自治体内の受け入れ避難者数におい
て、未回答だった蕨市の避難者数について
は、埼玉県ホームページに掲載されている
2016年1月1時点の人数を掲載しております。
また、避難元の市町村ごとの避難者数の内
訳については、避難者を現在受け入れてい
る57市町村のうち、未回答だった蕨市に加
えて、5市町村が非公開でした。ここに掲載
している出身ごとの避難者数は、回答のあっ
た範囲での合算となりますので、実際の人
数はもっと多いことが見込まれます。

なお、浪江町・双葉町・大熊町・富岡町・楢葉
町・葛尾村・南相馬市・川内村・飯舘村・川俣町
については、役場のホームページ上で避難先
別の避難者数を随時公表しております。これ
ら10市町村のホームページに掲載されていた
2015年12月末～2016年2月中旬時点での「埼
玉県への避難者数」は、以下の通りです。

浪江町728人、双葉町865人、大熊町398
人、富岡町528人、楢葉町128人、葛尾村4
人、南相馬市493人、川内村55人、飯舘村76
人、川俣町7人。
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■
埼
玉
県
の
応
急
仮
設
住
宅
の

い
ま

今
回
、『
福
玉
便
り
』
編
集
部
が
埼

玉
県
内
の
市
町
村
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
住
居
形
態
ご
と
の
避

難
者
数
に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
し

た
。
現
在
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
58
市
町
村
の
う
ち
、10
市
町
村（
９

70
人
相
当
）
は
「
把
握
し
て
い
な
い
」

も
し
く
は
「
未
回
答
」
で
し
た
が
、
47

市
町
村
（
３
、
８
７
１
人
相
当
）
か
ら

回
答
が
あ
り
、
図
の
よ
う
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
借
り
上
げ
住
宅
や

雇
用
促
進
住
宅
・
国
家
公
務
員
宿

舎
・
U
R
住
宅
・
県
営
住
宅
・
市

町
村
営
住
宅
な
ど
の
応
急
仮
設
住
宅

で
生
活
し
て
い
る
方
が
約
35
パ
ー
セ

ン
ト
（「
不
明
」
を
除
く
と
約
45
パ
ー

セ
ン
ト
）い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
自
己
負
担
の
賃
貸
住
宅
で

生
活
し
て
い
る
方
も
、
約
25
パ
ー
セ

ン
ト
（「
不
明
」
を
除
く
と
約
30
パ
ー

セ
ン
ト
）い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。こ
の
な
か
に
は
、
2

通
り
の
パ
タ
ー
ン
が
推
測
で
き
ま
す
。

1
つ
に
は
、
生
活
再
建
の
一
歩
と
し

て
応
急
仮
設
住
宅
を
出
て
、
賃
貸
住

宅
に
転
居
し
た
パ
タ
ー
ン
で
す
。
も

う
1
つ
に
は
、
住
宅
提
供
の
申
込
締

切
後
に
避
難
し
た
り
、
当
初
の
借
り

上
げ
住
宅
で
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
て
自
費
で
移
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
り
と
、
や
む
を
得
ず
賃

貸
住
宅
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る

パ
タ
ー
ン
で
す
。

そ
の
他
、
持
家
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
を
購
入
し
た
方
も
約
8
パ
ー
セ
ン

ト
（「
不
明
」
を
除
く
と
約
10
パ
ー
セ

ン
ト
）い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
す
。た

だ
し
、
住
居
形
態
ご
と
の
人
数

を
集
計
し
て
い
る
市
町
村
で
あ
っ
て

も
、「
不
明
」
が
2
割
以
上
存
在
し
て

い
る
と
い
う
事
実
は
、
避
難
し
た

方
々
の
実
状
を
把
握
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

■
応
急
仮
設
住
宅
の
問
題
点

上
述
の
よ
う
に
、
今
な
お
多
く
の

方
が
生
活
さ
れ
て
い
る
応
急
仮
設
住

宅
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
幾
つ
か

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

主
な
問
題
点
と
し
て
、
住
宅
給
与
の

期
限
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
応
急

仮
設
住
宅
は
1
年
ご
と
に
延
長
が
発

表
さ
れ
、
1
年
ご
と

の
更
新
で
は
、
生
活

の
先
の
見
通
し
が

立
た
な
い
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
て
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
災
害
救

助
法
上
、
い
っ
た
ん

応
急
仮
設
住
宅
（
み

な
し
仮
設
住
宅
）
か

ら
引
っ
越
し
を
し
た

ら
、
避
難
が
終
了
し

た
と
み
な
さ
れ
、
住

み
替
え
先
の
家
賃

が
発
生
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
慌
て

て
避
難
を
し
た
人

た
ち
が
、
見
知
ら
ぬ

土
地
で
、
果
た
し
て

避
難
住
宅
を
選
べ
た

の
か
、
ま
た
、
こ
れ

ほ
ど
避
難
が
長
期

化
す
る
こ
と
を
考

え
た
う
え
で
避
難

住
宅
を
選
べ
た
の

か
、住
ま
い
の
問
題
は
、
時
間
と
と
も

に
個
別
化
し
、よ
り
複
雑
に
、
深
刻
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
自
主
避
難
者
の
住
宅
問
題

2
0
1
5
年
6
月
、
福
島
県
知
事

は
応
急
仮
設
住
宅
の
供
与
期
間
を
全

県
一
律
で
2
0
1
7
年
3
月
末
ま
で

延
長
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
降
の
方
針
と
し
て
、

避
難
指
示
区
域
に
つ
い
て
は
今
後
の

判
断
と
さ
れ
な
が
ら
、
区
域
外
は

2
0
1
7
年
3
月
に
終
了
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。
現
在
、
自
主
避
難
者

の
応
急
仮
設
住
宅
の
提
供
終
了
後
の

対
応
と
し
て
、
福
島
県
は
以
下
の
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

・
借
上
住
宅
か
ら
福
島
県
内
の
恒
久

的
な
住
宅
へ
の
移
転
費
用
支
援

（
県
外
か
ら
は
10
万
円
）

・
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
民
間
賃
貸

住
宅
の
家
賃
支
援
（
上
限
3
万

円
・
平
成
29
年
1
月
か
ら
）

・
避
難
者
の
た
め
の
住
宅
確
保
（
公

営
住
宅
等
）

・
避
難
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

強
化

こ
の
よ
う
に
、
借
上
住
宅
に
住
む

自
主
避
難
者
は
、
こ
の
一
年
間
で
何

ら
か
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
住
宅
確
保
に
何
ら
か
の

問
題
が
発
生
す
る
と
、
生
活
困
窮
に

陥
る
避
難
者
が
出
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
現
状
を
踏

ま
え
て
、
受
け
入
れ
県
に
よ
っ
て
は

独
自
の
対
応
を
検
討
し
は
じ
め
て
い

ま
す
。例

え
ば
、
秋
田
県
で
は
、「
家
庭
の

事
情
に
合
わ
せ
て
避
難
者
が
最
善
の

方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
条
件
や

情
報
を
整
え
る
」と
し
、
秋
田
県
内
の

新
た
な
住
居
へ
転
居
す
る
際
の
費
用

を
補
助
す
る
事
業
を
始
め
る
と
発
表

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
県
被
災

者
受
入
支
援
室
に
は
、
避
難
者
の
生

活
設
計
を
助
言
す
る
専
門
職
員
も
配

置
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
後
、広
域
避
難
者
の
受
け
皿
と
し
て
提

供
さ
れ
た
の
が
、各
地
の
公
営
住
宅
と
民
間
借
上
住
宅
で
し
た
。こ
れ
ら
は

災
害
救
助
法
の
応
急
仮
設
住
宅
に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ（
み
な
し
仮
設
住

宅
）、3
県
か
ら
の
避
難
で
あ
れ
ば
避
難
指
示
区
域
の
内
外
を
問
わ
ず
住
宅

が
保
障
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、広
域
避
難
者
の
住
宅
問
題
に
災
害

救
助
法
の
枠
組
み
だ
け
で
対
応
し
き
れ
る
の
か
、と
い
う
問
題
は
根
強
く
残

っ
て
い
ま
す
。

『
福
玉
便
り
』で
は
、2
0
1
4
年
4
月
号
か
ら
住
宅
の
問
題
を
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。今
回
の
号
外
で
は
、現
状
と
問
題
点
の
整
理
と
、今
後
の
課
題

に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
・
原
田
、吉
田
）

住
宅
支
援
の
現
状
と
問
題
点

借り上げ民間住宅
雇用促進住宅
国家公務員宿舎
UR住宅
県営住宅
市町村営住宅
社宅
親戚・知人宅
自己負担の賃貸住宅
持家・分譲マンション
自己負担の賃貸住宅もしくは持
家・分譲マンション（内訳不明）
病院・福祉施設
その他
不明

図．今回判明した47 市町村3,871人の住居形態の分布
※「把握していない」・未回答」の10市町村970人を除く



『
福
玉
便
り
』
で
は
、
過
去
３
回
の
「
春
の
号
外
」
で
、

自
治
体
ご
と
の
生
活
支
援
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
、
水
道
料
金
の
減
免
に

絞
っ
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。（
編
集
部
・
原
田
・
西
城

戸
）震

災
直
後
か
ら
県
外
か
ら
数
多
く
の
避
難
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
自
治
体
は
、
ど
の
よ
う
に
支
援

を
し
、
住
民
票
の
な
い
「
住
民
」
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

取
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
を
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
、
水
道
料
金
の
減
免
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
東
京
都
の
よ
う
に
、
一
律
で
水
道
料
金
減
免

を
実
施
し
て
い
る
都
道
府
県
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
埼

玉
県
で
は
県
と
し
て
の
政
策
は
実
施
せ
ず
、
各
市
町
村

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
対
応
し
た
結
果
、
水
道
料
金
減

免
の
実
施
の
有
無
に
バ
ラ
つ
き
が
起
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
度
の
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、

2
0
1
6
年
1
月
時
点
で
水
道
料
金
の
減
免
を
実
施

し
て
い
る
の
は
、避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
57
自
治

体
の
う
ち
、
27
自
治
体
（
未
回
答
の
蕨
市
を
除
く
）。

元
々
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
18
自
治
体
、既
に
打
ち
切

っ
た
自
治
体
が
11
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実
施
中
の
自
治

体
の
う
ち
、
６
自
治
体
が
、
平
成
28
年
の
3
月
か
4
月

に
打
ち
切
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

避
難
者
か
ら
す
る
と
、
避
難
先
が
異
な
っ
た
た
め

に
、支
援
と
し
て
の
水
道
料
金
の
減
免
に
差
が
出
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
各
自
治
体
も
様
々
な
制
約
の
も
と
で
、
ど

の
よ
う
な
避
難
者
支
援
を
実
施
す
る
の
か
試
行
錯
誤

を
し
て
い
ま
す
。集
中
復
興
期
間
が
終
わ
っ
た
こ
と
を

受
け
て
、避
難
者
に
一
律
で
減
免
措
置
を
実
施
す
る
よ

う
な
政
策
は
、
減
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
姿
勢
は
、
打
ち
切
り
そ
の
も
の
を

批
判
す
る
こ
と
よ
り
も
、「
水
道
料
金
減
免
の
打
ち
切

り
」イ
コ
ー
ル「
避
難
者
へ
の
生
活
支
援
の
打
ち
切
り
」

で
は
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
は
そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
生
活
を
考
え

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
困
難
を
抱
え
て
い

る
避
難
者
の
方
々
に
対
し
て
、官
民
協
働
で
ど
の
よ
う

な
長
期
的
支
援
を
行
っ
て
い
け
る
の
か
、具
体
的
な
施

策
を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。『
福
玉
便
り
』編

集
部
で
は
、引
き
続
き
自
治
体
の
担
当
者
の
方
々
と
連

携
・
情
報
交
換
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

5

す
。ま

た
、
新
潟
県
で
は
、「
自
主
避
難

者
の
避
難
継
続
・
定
住
に
向
け
た

支
援
」と
し
て
、
支
援
制
度
を
平
成
27

年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る
と
県
知
事

が
記
者
会
見
で
発
表
し
ま
し
た
。
予

算
を
計
上
す
る
こ
と
も
会
見
資
料
に

明
記
し
た
上
で
、
県
営
住
宅
の
提
供

だ
け
で
は
な
く
、「
引
っ
越
し
を
し
な

く
て
も
よ
い
方
法
」も
含
め
、
柔
軟
な

対
応
を
検
討
し
て
い
く
と
明
言
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
全
国
的

に
広
が
り
、
困
窮
す
る
自
主
避
難
者

を
救
う
し
く
み
が
生
ま
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

■
不
動
産
取
得
の
増
加

―
「
移
住
」
の
選
択
？

2
0
1
6
年
2
月
21
日
、
朝
日
新

聞
に
「
原
発
避
難
者
の
不
動
産
取
得

7
1
0
0
件
　
帰
還
断
念
、
移
住
進

む
」
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
避
難
指
示
区
域

に
家
を
持
つ
人
が
避
難
先
な
ど
で
土

地
や
家
屋
を
得
る
と
、
不
動
産
取
得

税
が
軽
く
な
る
特
例
措
置
の
適
用
件

数
か
ら
件
数
を
割
り
出
し
、
福
島
県

内
で
6
1
0
3
件
、
茨
城
県
で

2
9
0
件
、栃
木
県
で
1
5
2
件
と
、

隣
接
県
で
の
適
用
件
数
が
多
い
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
埼
玉
県
の

適
用
件
数
は
9
8
件
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。今

回
の
私
た
ち
の
調
査
に
お
い

て
も
、
46
市
町
村
に
お
い
て
1
割

の
方
が
持
家
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を

購
入
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
昨
年
の
同
様
の
調
査
で
は
、

回
答
の
あ
っ
た
51
市
町
村（
4
、

4
2
5
人
相
当
）の
う
ち
持
家
が
約

3
パ
ー
セ
ン
ト（「
不
明
」を
除
く
と

約
4
パ
ー
セ
ン
ト
）だ
っ
た
の
で
、こ

の
一
年
間
で
そ
の
割
合
が
増
え
た
こ

と
が
推
測
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、こ

の
傾
向
は
今
後
も
強
ま
っ
て
い
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、恒
久
的
な
住
宅
で
の
新

し
い
一
歩
は
明
る
い
話
題
で
あ
る

一
方
、
実
際
に
は
複
雑
な
思
い
を
抱

え
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

南
相
馬
市
か
ら
避
難
し
て
い
る

女
性
は
、
そ
れ
ま
で
自
宅
を
購
入
す

る
た
め
に
貯
め
て
い
た
お
金
で
、
ま

さ
か
故
郷
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
家
を

購
入
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、
と

言
い
、
友
人
か
ら
「
新
築
お
め
で
と

う
」と
言
わ
れ
、一
人
に
な
っ
て
か
ら

泣
い
た
、
と
複
雑
な
心
境
を
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。

「
住
ま
い
」
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
暮
ら
し
を

定
着
さ
せ
て
い
く
中
で
、今
後
、
求
め

ら
れ
る
の
は
、
地
域
と
の
温
か
い
繋

が
り
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
受
け
入

れ
た
地
域
と
そ
こ
に
住
む
住
民
が
、

共
に
聞
き
合
い
、
考
え
、
共
に
暮
ら

す
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
よ
り
一
層

た
い
せ
つ
に
な
る
要
の
時
期
で
あ
る

こ
と
を
、
感
じ
て
い
ま
す
。

★＝平成28年3月または4月に打
ち切り予定

蕨市は無回答

★

水道料金減免の実施状況

減免している自治体も、全額減免の自治体、基本料金の減免のみ、
の自治体、年度末などで、打ち切り予定のある自治体など、様々で
す。それぞれの市町村の担当課にご確認ください。

2016年2月現在で、

……水道料金について、なん
らかの減免措置が取られて
いる自治体

……減免措置が打ち切られ
たか、取られていない自治体

★

★
★

★

★
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　 被災者つながりの会【草加市】
2013 年 5 月につながりの会が設立されました。月 1
回、東北復興支援販売などをおこなっています。

　 さいがい・つながりカフェ
【さいたま市など】

広い和室で、心ゆくまでおしゃべりします。毎
月第 2・4木曜日11：00 ～ 15：00 開催。
主催：さいがい・つながりカフェ実行委員会
場所：With Youさいたま048-601-3111 　  「ひまわり」の会【川口市】

川口市に福島県に避難してきた人達
が中心になり、サロン（茶話会）を
月1回開いています。

　 越谷避難者の会　【越谷市など】
2014 年 10月に、越谷に避難した方々の会が結成されました。
みんなでご飯を食べておしゃべりしましょう！

　ひだまり広場　【越谷市】
埼玉県立大学の学生ボランティアの企画で、交流会を毎月開催しています。

　 杉戸元気会　【杉戸町】
国家公務員宿舎杉戸住宅で、交流会「つつじの里サロン」を毎週木曜日に実施。

　寄り添いステーション騎西　【加須市】
マッサージや、お饅頭、手作り品、地元の野菜などのコーナーがあります。
双葉町に限らず、加須市周辺に避難されてきた方々、ぜひお立ち寄りくださ
い。加須市正能 11-5　TEL: 0480-31-9511

　双葉町老人クラブ女性会＆さいがい・つながりカフェ【加須市】
毎月第１木曜日、いきいきサポートセンターで様々な手作りを楽しんでいます。手より
も口の方がよく動いているとの声もあり。

　双葉町民によるボランティアカフェ　【加須市】
　　毎月1回、いきいきサポートセンターでボランティアカフェを
　　オープンしています！　　みんなでひといきいれませんか？

　 

　 東日本大震災に咲く会ひまわり【上尾市】
県営シラコバト団地に避難してきた方々を中心に、月 1 回の情報･物資
の交換会をおこなっています。

お茶っこふるさと会
【久喜市】
ネット21 久喜事務所で月一回開
催されている避難者交流会です。

　 上尾向原宿舎被災者の会【上尾市】
小規模人数ですが、つながろう福島！を旗印に、毎月定例会を行ってコ
ミュニケーションを図っています。上尾近隣にお住まいの方、連絡下さ
い (^^) つながりましょう！

　 負けねっちゃ・きらり【伊奈町】
伊奈町に避難・移住されている方がよびかけて、
2014 年 8月に結成されました。

　 

　
　

 

　　

　
 

　 　

春日部つながりカフェ【春日部市】
コーププラザ春日部で、第3木曜日に交流会をしています。
近隣に避難中の方はぜひお立ち寄りください。

　

　

2016　年 2月現在
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、

すまいてしンプーオ
きいきい、回1月毎

ずず、ら限に町葉双
お、やジーサッマ
い添り寄
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2016春の号外 2016年3月11日発行



 　 くまがや結の会【熊谷市】
2015 年 2月まで「ふるさと交流サロン」が開
かれていました。2016 年 1 月に「これからも
また集まりたい」との希望が出て、「くまがや
結の会」として再出発することになりました。
これからも 2 カ月に 1 度の頻度で交流会を開
催予定です。

　 ここカフェ 【坂戸市・鶴ヶ島市・川越市】
『心の内を話せる場』のためにはじまった、ゆるやかな茶話会
です。お子様連れも大歓迎です。主催：実行委員会＋社協

　 新座さいがいつながりカフェ【新座市】
新座市にある国家公務員宿舎の集会室で、第 2 土曜日に交
流会をしています。主催：震災支援ネットワーク・新座

　 和光 3.11 つながりカフェ
【和光市】

2014 年 7 月より隔月で開催中です。お気軽にい
らしてください。つながりカフェ実行委員会・
和光市社会福祉協議会☎ 048-452-7606

　 青空あおぞら【所沢市】
2013 年 3月から避難者の呼びかけで
交流会がはじまりました。

　 　 

 　  

　 　

　 　

　 　

　 　

　  

　

　 　
　　
　　 　　

　 羽生つながりカフェ【羽生市】
「パープル羽生」の和室で毎月 1 回開催して
います。お茶を飲みながら、お話しましょう。

　 

　 

　 

　 お茶のみ交流会【富士見市】
市内に避難してきた方々の「お茶のみ交流会」を 2 か
月に 1回のペースで実施中。

　なみえのしゃべり場
　浦和の８畳間【さいたま市】
（浪江町復興支援員 埼玉事務所）

浪江町が埼玉県内に配置している復興支援員
の事務所です。浪江町民に限らず、気軽に遊
びに来てください。平日 10:00～17:00 さいた
ま市浦和区常盤 6-4-21ときわ会館 4F椿の間

　　梨の実スペース
【さいたま市】
（大熊町コミュニティ支援関東事務所）
大熊町出身の復興支援員もお待ちしてい
ますのでぜひ遊びにきてください！金曜日
以外にお越しの際は、事前にご連絡を。
毎週金曜日10:00～ 16:00　さいたま市浦
和区仲町2-15-4 アイリーセブンコート1F

　 鳩のつどい　【鳩山町】
JAXA 鳩山宿舎にて、「鳩のつどい」
を月に 2回実施しています。

　ライフサポートステーション
連合埼玉・埼玉労福協が運営している、総合生
活支援サービスの拠点です。労働・雇用・暮ら
しの無料相談のほか、支援物資の配布もあります。
お気軽にお越しください。ライフサポートステー
ション（ネット21 事務所）は、川越、久喜、熊谷、
大宮　川口市労働会館（支援物資提供のみ）に
あります。お問合せは、（一社）埼玉労福協
048-833-8731まで。

埼玉県内の各地で、被災者・避難者と
支援者が一緒に交流の場をつくってい
ます。ぜひご参加・お立ち寄りください。
お待ちしています。

　

交流会・グループ 常設の場所・お店

　 おあがんなんしょ【ふじみ野市】
毎月１回の交流会です。
第１部：【いろりっぱた】避難されている方々が　仲間同士で本音
で語り合う時間を大切にしています。第２部：【お茶にすっぺ】協
力者とみんなでワイワイガヤガヤ楽しい時間です。

※2016 年 3月で閉所の予定
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寄り添いステーションこらっ

せくわっせ双葉 ［加須市］
旧騎西高校に避難されその

後も加須に避難していらっし
ゃる福島の方々と加須の市民
によって運営されている常設
の交流のための場所です。今
年度も様々なイベントなどに

参 加 し て、お
ま んじゅうを
販売したり交
流 イベ ントを
企 画 したりし
ました。
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8

こ
の
一
年
・

県
内
各
地
の
活
動
か
ら

埼
玉
県
内
で
は
各
地
で
避
難
者
の
方
々
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ

れ
、地
元
の
行
政
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
な
が
ら
、交
流
会
や
賠

償
相
談
会
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す（
６
～
７
ペ
ー
ジ

の
マ
ッ
プ
参
照
）。

こ
の
一
年
間
の
活
動
の
中
か
ら
、参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
写
真
を

送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

おあがんなんしょ［ふじみ野市］
今年も毎月交流会を続けてきまし

た 。参 加 者（避 難 さ れ て き て い る
方々）と、その2倍の人数の協力者で
和気藹々の会でした。協力者は文京
学院大学の学生が4～5人で、体操で
ストレッチ、頭の体操でゲームなど
と若いアイディアが満載でした。東
北県人会の方々、傾聴を学習した団
体、心理を学習した団体、ワーカーズ
の皆さん等、沢山の団体が関わって
きました。地域労福協のお誘いで参
加した、イチゴ狩りや芋ほりも思い
出がたくさんできました。

ふじみ野市の様々な機会に3．11を
忘れない様、「七夕祭りに竹飾りの出
展」、「市民活動フェスティバルでの
活動報告」、「フクトピアのチャリテ
ィフェスタ」などに参加して、市民の
皆さんに「おあがんなんしょ」を知っ
ていただきました。（松館）



さいがい・つながりカフェ［さいたま市］
今年もWithYouさいたまの和室では多くの

「出会い」がありました。「別れ」もありました
が、過ごした思い出が消えることはありませ
ん。

ついに人前で歌声を発表することにも挑
戦！春には手作り作品が上野で展示される予
定。育んできた縁を大事にしながら、新しい1
ページも加えた一年でした。（薄井）

9

和光３・１１つながりカフェ［和光市］
2013年3月に第１回「３・１１を忘れな

い」イベントを開始し、写真展やコンサー
トとともに、避難者と支援者の集い、「和光
３・１１つながりカフェ」も200人規模で開
催しました。以後、毎年3月に開催しては、
ここで得た募金の一部で、和光市近隣に避
難されている方々の30人規模の集いを数
か月ごとに開催する、というサイクルを続
けています。今年３月も双葉町の写真展、
チェロ80人コンサート、大合唱・オケコン
サートなど、目白押しです。ぜひお越しく
ださい！（齋藤）

日だまり広場【越谷市］
日だまり広場では、今年度も毎月第3日曜日に交流会を開催し

ました。埼玉県立大学の学生と、避難・移住されてきている方々
および埼玉県民の皆様で、お昼ご飯やお菓子を囲んで楽しくお
話しさせていただきました。

12月にはクリスマス会を開催
し、参加者のうちの一人のつなが
りから、ギターアンサンブルをな
さっている団体の皆様にもお越
しいただき、また新たに「日だま
り広場」を知ってもらえる良い機
会になったと思います。（今野）

ぽろろん♪カフェ実行委員会

ぽろろん♪カフェ
実行委員会は、2014
年6月から、自主避難
中のみなさんが集ま
る場づくりを行って
きました。2015年も、
毎月11日に、埼玉県
内各地をまわりなが
ら交流会を開催しま
した。また、年に2回、親子で楽しめるイ
ベントを開催し、10月と3月には「お手
紙ですよ♪ぽろろん」を発行していま

す。今年は、地域
の 方 の ご 協 力
も得て、トトロの森の
散歩にも行くことができました。今
後も、毎月1度の交流会を続けていき
ますので、ぜひお越しください。（吉
田）
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新座つながりカフェ

［新座市］
2015年度新座さいがいつなが

りつながりカフェは、4月の花
見、5月の野火止緑道散歩共に天
候に恵まれず、室内カフェとな
り残念でした。恒例の医療生協
による健康チェック、市内の居
酒屋さんの厚意による暑気払い
カラオケ大会とクリスマス会を
行う等、毎月1回の「つながりカ
フェ」を開催しました。写真は、
初めて挑戦した絵手紙作りと10
月のカフェ（県内の住宅物件の
下見報告）です。（谷森）

春日部つながりカフェ［春日部市］
こんにちは、「春日部つながりカフェ」です。毎

月１回、春日部駅近くで交流しています。区域
内・外の人、区域内→区域外になった人、春日部
市民など、いろいろな方が参加しています。避難
生活に関する最新情報の共有を大切にしてお
り、楽しいことを話したら、法律・心の専門家を
交えてまじめなお話しをするなど、「ここに来た
から分かった」というお土産を持ち帰ることが
毎回できたら良いなと思って交流しています。
ぜひお越し下さい。（SSN町田）

ここカフェ＠川越［川越市］
ここカフェ＠川越では、毎月の交流会に加え、今年は県外の

他団体との交流、避難継続に重要なADR相談会や病気に対する
不安解消の為に専門医による相談会など、個別化する生活不
安解消に対応して参りました。

支援物資の配布や情報の収集と提供も積極的に行いました。
（鈴木）



東日本大震災に咲く会ひまわり［上尾市］
ひまわりの活動は毎月第一土曜日の定例会

合を土台に、年4回の催しを開きました。
2015年3月11日、東日本大震災追悼式では護

摩炊きで四年間のお祓いをし、黙祷。懇親会で
浪江町出身･吉田正勝さんの歌に声を合わせま
したた。6月13日に被災地を取材した映画「希望
をささえる」上映会を開催し、監督、自治会長、
被災当事者による防災についての対談も実施
しました。9月16日には「『ひまわりの会』（川口
市）に会いに行く『ひまわり』（上尾市）」と題し
て避難者の会同士の交流会を開催し、NHKアー
カイブスで過去の双葉郡の映像を視聴しまし
た。12月5日の忘年会では料理と飲み物持参で、
団地の太鼓集団が会
を盛り上げてくれま
した。（橘）
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青空あおぞら ［所沢市］
今年度はお盆休みをのぞき毎月１回交流会を開催

しました。20名ほどが参加しており、男女比は半々。
保育スタッフがいるので、赤ちゃんからおじいちゃ
んおばあちゃんまで幅広い世代が参加しています。
開催回数は30回を超えましたが、初参加の方、数年ぶ
りに参加される方など、毎回異なる顔ぶれにお集ま
りいただいています。避難元は区域内・外どちらもい
らっしゃいます。次回は３月27日（日）です。ぜひお越
し下さい。（愛甲）　

くまがや結の会［熊谷市］
熊谷市では、2011年10月以来、「ふるさと交流サロン」が

2カ月に1度の頻度で活動を行っていました。2015年2月に
一旦幕を降ろしましたが、年末にサロンの参加メンバーで
忘年会を開いたところ、「これからもまた集まりたい」との
希望が出て、「くまがや結の会」として再出発することにな
りました。

1月16日の第1回新年交流
会には14名の参加があり、再
会の喜びが会場を包みまし
た。これからも2カ月に1度の
頻度で交流会を開催予定で
す。（駒宮）



１
、生
活
支
援
に
つ
い
て

ま
ず
、住
ま
い
の
困
り
ご
と
と
生

活
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、図
1
・
2
の
よ
う
な
回
答

に
な
り
ま
し
た
。

住
ま
い
に
関
し
て
は
、「
特
に
困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」が
最
も
多

い
で
す
が
、そ
れ
と
ほ
ぼ
同
数
で

「
住
居
が
狭
い
」も
回
答
者
の
3
分

の
1
に
上
り
ま
し
た
。地
元
で
は
大

人
数
が
一
軒
家
で
暮
ら
し
て
い
た

ご
家
族
が
、応
急
仮
設
住
宅
の
ア
パ

ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
で
生
活
す
る

と
い
う
状
況
が
、今
な
お
続
い
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
生
活
の
困
り
ご
と
」に
関
し

て
は
、半
数
の
人
が「
避
難
生
活

の
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
」を

選
ん
で
い
ま
し
た
。先
述
し
た
よ

う
な「
住
ま
い
の
こ
と
」と
、「
健

康
や
福
祉
の
こ
と
」が
、回
答
者

の
半
数
に
上
り
ま
す
。「
生
活
資

金
の
こ
と
」を
選
ん
だ
方
も
回
答

者
の
3
割
い
ま
し
た
。心
理
的
・

身
体
的
・
経
済
的
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
が
、少
な
く
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

次
に
、期
待
す
る
生
活
支
援
に

つ
い
て
の
回
答
を
、過
去
3
年
間
の

結
果
と
比
較
し
た
も
の
が
、図
3
で

す（
た
だ
し
、過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
選
択
肢
の
変
更
は
あ
り
ま

す
）。こ
れ
ま
で
と
比
較
す
る
と
減

少
し
た
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、今
回

も
最
も
多
い
回
答
が
あ
っ
た
の
は

「
住
宅
に
関
す
る
こ
と
」で
し
た
。

「
生
活
情
報
の
提
供
充
実
」は
過
去

と
比
べ
る
と
大
き
く
減
少
し
て
い

ま
す
。他
方
で
、「
心
の
ケ
ア
」「
健
康

増
進
に
関
す
る
こ
と
」は
、こ
の
4

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
一
貫
し
て
2

～
3
割
を
維
持
し
て
お
り
、心
身
の

12
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※ご回答いただいた方々の性別・年齢・避
難元の地域の分布は、以下の通りです。

〔性別〕男性39人、女性76人、未記入22人
〔年齢〕二十代1人、三十代12人、四十代20

人、五十代28人、六十代35人、七十歳以上
36人、未記入4人

〔避難元の地域〕岩手県3人、宮城県1人、福
島県128人（避難指示区域86人、区域外17
人、未記入25人）、未記入5人

『
福
玉
便
り
』読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

『
福
玉
便
り
』で
は
、2
0
1
2
・
2
0
1
3
・
2
0
1
4
年
度
に

続
く
4
回
目
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、昨
年
12
月
に
実
施
し
ま
し

た
。ア
ン
ケ
ー
ト
は
編
集
部
に
住
所
を
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

5
9
2
世
帯
と
、17
の
自
治
体
経
由
で
発
送
し
て
い
る
1
、1
7
0

世
帯
に
お
送
り
し（
た
だ
し
、発
送
の
重
複
や
不
着
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
）、1
3
7
人
の
方
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。こ
こ

で
は
自
由
記
述
を
中
心
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
伝
え
し
ま

す
。（
編
集
部
・
原
田
、西
城
戸
）

住宅に関すること

生活情報の提供充実

放射線に関する情報の提供

避難元との交通に関すること

心のケア

就職に関する情報の提供

健康増進に関すること

生活資金についての相談

介護に関すること

子育て・教育に関すること

冬の生活に関すること

戸別訪問による相談の充実

特別の支援は必要ない

2012 年 12 月調査
（N=231）

2013 年 12 月調査
（N=141）

2014 年 12 月調査
（N=140）

2015 年 12 月調査
（N=137）

特に困っていることはない
住居が狭い

住宅設備や構造
騒音や振動

近隣との人間関係
その他

住居の場所が不便
応急仮設住宅の入居期間が短い

図1.　住まいの困りごと（複数回答）

図2.　生活の困りごと（複数回答）

0.0%　　　 　　　  20.0%　　　　　  　40.0%　　　　　  　60.0%

0.0%　　  20.0%　　40.0%　　　60.0%

0.0%　　  20.0%　　40.0%　　　60.0%

図3.　期待する生活支援（複数回答）

避難生活の先行きが不透明なこと
住まいのこと

健康や福祉のこと
生活資金のこと

避難元の情報の不足
生活や支援に関する情報の不足

相談相手がいないこと
特に困っていることはない

就職のこと
その他

教育に関すること
子育てのこと



健
康
の
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

一
定
数
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

2
、イ
ベ
ン
ト
・
交
流
会

に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
・
交
流
会
に
つ
い
て
、

「
参
加
し
た
も
の
」と「
期
待
す
る
も

の
」の
回
答
と
、「
期
待
す
る
も
の
」

の
回
答
を
過
去
３
年
間
と
比
較
し

た
も
の
が
、図
４
で
す
。「
期
待
す
る

も
の
」は
過
去
３
年
間
と
同
様
に
、

い
ず
れ
の
選
択
肢
も
４
割
前
後
の

方
か
ら
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。た
だ

し
、「
同
じ
避
難
元
の
住
民
同
士
の

交
流
」と「
避
難
先
の
地
域
と
の
交

流
」は
、「
期
待
す
る
も
の
」が「
参
加

し
た
も
の
」を
上
回
っ
て
お
り
、参

加
で
き
な
か
っ
た
、あ
る
い
は
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
参
加
し
た
い

と
い
う
方
が
、一
定
数
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
す
。

3
、家
族
・
子
育
て
に
つ

い
て

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
30
人
に
、子
育
て
に
関
す
る

支
援
へ
の
期
待
を
お
尋
ね
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
を
、過
去
3
年
間
の

結
果
と
比
較
し
た
も
の
が
、図
5
で

す
。回
答
の
傾
向
は
過
去
3
年
間
と

ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、「
子
供
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
」や「
親

子
で
参
加
で
き
る
交
流
会
」、「
教
育

や
学
習
塾
に
関
す
る
情
報
」に
多
く

の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。避
難

生
活
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
、こ
ち

ら
で
小
学
校
・
中
学
校
に
進
学
す
る

お
子
さ
ん
た
ち
も
多
く
、高
校
受
験

や
進
路
に
関
す
る
情
報
交
換
を
期

待
す
る
声
が
多
い
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

4
、今
後
の
生
活
の
予
定

に
つ
い
て

今
後
の
生
活
の
予
定
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、図
5
の
よ
う
な
回

答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。「
地
元
県
に

帰
る
予
定
は
な
い
」が
半
数
に
上

り
、そ
の
う
ち
の
半
数
強
が「
現
在

の
住
ま
い
に
定
住
し
た
い
」を
選
択

し
て
い
ま
す
。「
地
元
県
に
帰
る
予

定
が
あ
る
」が
全
回
答
者
の
15
パ
ー

セ
ン
ト
、「
わ
か
ら
な
い
」が
3
割
弱

で
し
た
。

今
回
は
、昨
年
度
ま
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
選
択
肢
の
言
葉
遣
い

を
若
干
変
更
し
た
た
め
、厳
密
な
比

較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、昨
年
度
の
同

種
の
設
問
で
は
、「
埼
玉
県
内
に
定

住
し
た
い
」と「
地
元
県
・
埼
玉
県
以

外
の
都
道
府
県
に
定
住
し
た
い
」の

合
計
が
44
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
、「
地
元

県
に
帰
り
た
い
が
時
期
は
決
め
ら

れ
な
い
」「
地
元
県（
自
宅
）に
帰
る

予
定
が
あ
る
」「
地
元
県（
自
宅
以

外
）に
帰
る
予
定
が
あ
る
」の
合
計

が
30
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、「
そ
の
他
」

「
無
回
答
」の
合
計
が
25
・
7
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
。こ
の
数
字
だ
け
を
見

る
と
、昨
年
度
か
ら
埼
玉
県（
も
し

く
は
地
元
県
・
埼
玉
県
以
外
の
地

13

各種イベントへの招待

避難先での避難者同士の交流

同じ避難元の住民同士の交流

避難先の地域との交流　

子供が楽しめるイベント情報

親子で参加できる交流会

教育や学習塾に関する情報

子どもの健康に関する相談

子育てに関する相談

幼稚園や保育所に関する情報

避難者向けに特別の支援策は必要ない

図4.　期待するイベント・交流（複数回答）

0.0%　　　  20.0%　　 　40.0%　　　60.0%

0.0%　　　  20.0%　　 　40.0%　　　60.0%

埼玉県内で、
新しい住まい
に定住したい
8.0％

地元県・埼
玉県以外の
地域で定住
したい
3.6％

現在の住
まいに定
住したい
27.0％

地元県に帰る
予定はない
50.4％

地 元 県 に 帰 る
予定がある
14.6％

わからない
27.7％

その他
2.2％

無回答
5.1％

その他
5.8％無回答

5.8％

図5.　期待する子育て支援（複数回答）

図6.　今後の生活の予定（単一回答）

2012年12月調査
（N=81）
2013年12月調査

（N=49）
2014年12月調査

（N=35）
2015年12月調査

（N=30）

2014年12月調査（N=140）2012年12月調査（N=231） 
2015年12月調査（N=137）
※参加した

2015年12月調査（N=137）
※期待する

2013年12月調査（N=141）
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域
）で
の
定
住
志
向
が
さ
ら
に
進
ん

だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
。

た
だ
し
、こ
の
よ
う
に
結
論
付
け
る

に
は
、二
つ
の
意
味
で
注
意
が
必
要

で
す
。

一
点
目
に
、2
～
3
ペ
ー
ジ
で
ご

紹
介
し
た
よ
う
に
、埼
玉
県
の
避
難

者
数
は
こ
の
一
年
間
で
6
0
0
人

前
後
減
少
し
て
お
り
、埼
玉
県
か
ら

地
元
県
等
に
帰
還
・
転
居
さ
れ
た
方

は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
か

ら
外
れ
て
い
ま
す
。昨
年
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
比
べ
る
と
そ
も
そ
も
の

母
集
団（
調
査
対
象
者
の
全
体
）

が
変
化
し
て
お
り
、帰
還
を
希
望
す

る
方
の「
割
合
」が
減
少
す
る
の
は

当
然
で
あ
っ
て
、「
割
合
」よ
り
も
大

切
な
の
は
、埼
玉
県
に
現
在
留
ま
っ

て
い
る
方
々
の
個
々
の
選
択
を
尊

重
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
点
目
に
、こ
れ
ま
で
の
読
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
指
摘
し
て
き
た
よ

う
に
、「
地
元
県
に
帰
る
／
帰
ら
な

い
／
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
回
答
の

背
後
に
あ
る
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
状

況
や
心
理
状
況
を
丁
寧
に
拾
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

今
回
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
地
元
県
に
帰
る
予
定
は
な
い
」「
地

元
県
に
帰
る
予
定
が
あ
る
」と
回
答

し
た
方
々
に
対
し
て
、希
望
す
る
住

居
形
態
に
つ
い
て
詳
し
く
お
尋
ね

し
ま
し
た
。ま
た
、「
こ
れ
か
ら
の
お

住
ま
い
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重

視
し
た
い
こ
と
、悩
ん
で
い
る
こ

と
、ご
要
望
な
ど
を
自
由
に
お
書
き

く
だ
さ
い
」と
い
う
聞
き
方
で
、自

由
記
述
欄
を
設
け
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
回
答
・
記
述
か
ら
は
、「
地
元
県
に

帰
る
／
帰
ら
な
い
／
わ
か
ら
な
い
」

の
い
ず
れ
を
選
ん
だ
方
々
に
も
、一

定
数
で
迷
い
や
苦
悩
を
抱
え
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

①「
地
元
県
に
帰
る
予
定
は
な
い
」

の
詳
細

ま
ず
、「
地
元
県
に
帰
る
予
定
は

な
い
」と
答
え
た
方
に
希
望
す
る
住

居
形
態
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
持
ち

家
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」が
34
・
8
パ

ー
セ
ン
ト
で
最
も
多
く
、次
い
で

「
無
回
答
」が
33
・
3

パ
ー
セ
ン
ト
、残

り
は「
賃
貸
住
宅
」「
家
族
・
知
人
宅
」

や「
そ
の
他
」と
い
う
結
果
で
し
た
。

た
だ
、自
由
記
述
欄
に
は
、既
に

家
を
購
入
し
た
方
の
経
済
的
・
心
理

的
な
負
担
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

・
と
に
か
く
、子
ど
も
の
学
区
を

こ
れ
以
上
変
え
さ
せ
た
く
な
く

て
、6
親
等
以
内
の
親
族
が
い

な
い
た
め
調
整
区
域
の
安
い
土

地
を
買
え
ず
に
高
い
土
地
を
買

う
し
か
な
く
て
、東
電
か
ら
の

賠
償
な
ん
て
そ
れ
に
費
や
し

て
、福
島
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
支

払
っ
て
き
た
ロ
ー
ン
分
も
返
っ

て
こ
ず
、決
し
て
楽
で
は
な
い

で
す
。（
富
岡
町
→
鶴
ヶ
島
市
、

30
代
女
性
）

・
10
月
に
持
ち
家
を
購
入
で
き
一

安
心
で
す
が
、故
郷
へ
の
想
い

は
、深
く
悲
し
い
状
況
に
は
変

わ
ら
な
い
。損
害
補
償
で
新
居

を
求
め
た
が
、な
ん
と
な
く
、周

り
の
目
が
気
に
な
り
ま
す
の
で

福
島
か
ら
来
て
い
る
こ
と
を
知

ら
れ
た
く
な
い
気
持
ち
で
す
。

（
福
島
県（
市
町
村
未
記
入
）→

加
須
市
、50
代
男
性
）

ま
た
、こ
れ
か
ら
持
ち
家
購
入
を

希
望
し
て
い
る
方
の
不
安
も
記
述

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

・
新
規
購
入
で
持
ち
家
に
し
た
い

が
、金
額
や
場
所
な
ど
希
望
す

る
範
囲
で
、見
つ
か
る
の
か
？

ま
だ
探
し
て
も
い
な
い
の
で
す

が
不
安
で
す
。で
き
れ
ば
、今
住

ん
で
い
る
近
所
に
購
入
で
き
れ

ば
、子
供
の
学
校
も
こ
の
ま
ま

同
じ
学
校
に
通
え
る
の
で
そ
う

し
た
い
の
で
す
が
、土
地
や
金

額
の
事
を
考
え
る
と
無
理
な
の

か
な
と
思
い
悩
ん
で
い
ま
す
。

（
富
岡
町
→
川
口
市
、40
代
女

性
）

・
借
り
上
げ
住
宅
が
終
了
し
た

ら
、自
分
の
自
宅
を
持
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、補

償
金
を
使
っ
て
家
を
買
っ
た
り

建
て
た
り
し
た
ら
自
分
た
ち
が

後
何
年
生
き
ら
れ
る
か
不
安
で

お
金
が
な
か
な
か
使
え
な
い
感

じ
で
い
ま
す
。（
浪
江
町
→
毛
呂

山
町
、60
代
男
性
）

②「
地
元
県
に
帰
る
予
定
が
あ

る
」の
詳
細

次
に
、「
地
元
県
に
帰
る
予
定
が

あ
る
」と
答
え
た
方
に
希
望
す
る
住

居
形
態
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
自
宅
」

が
40
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、「
復
興
公
営

住
宅
」が
25
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、残
り

は「
新
規
購
入
の
持
ち
家
・
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
」や「
賃
貸
住
宅
」な
ど
で

し
た
。た
だ
し
、地
元
県
に
帰
る
こ

と
で
必
ず
し
も
元
の
生
活
を
取
り

戻
せ
る
訳
で
は
な
く
、復
興
公
営
住

宅
を
選
択
し
た
方
か
ら
は
次
の
よ

う
な
自
由
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。

・
年
老
い
て
環
境
が
変
わ
る
と
、

身
体
に
ど
の
よ
う
な
事
が
起
こ

る
か
、最
近
に
な
っ
て
分
か
り

ま
し
た
。1
つ
は
馴
れ
る
の
に

大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

す
し
、人
間
関
係
も
難
し
い
し
、

庭
い
じ
り
も
出
来
ず
、ス
ト
レ

ス
が
大
き
く
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、体
の
い
た
る
所
に
出
て

き
て
い
ま
す
。早
く
自
宅
に
戻

っ
て
普
通
の
生
活
し
た
い
思
い

な
が
ら
も
現
実
は
、無
理
で
す
。

こ
れ
か
ら
、福
島
の
原
発
も
自

分
も
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
か
、見
当
も
つ
か
な
い
状

況
で
す
。一
方
、亡
く
な
っ
た
友

人
、知
人
の
た
め
に
も
前
向
き

に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
全
う
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
南
相
馬
市

→
新
座
市
、70
代
以
上
女
性
）

③「
わ
か
ら
な
い
」の
詳
細

こ
れ
ら
以
外
に
、今
後
の
生
活
の

予
定
で「
わ
か
ら
な
い
」を
選
ん
だ

方
か
ら
も
、回
答
を
選
択
で
き
な
い

気
持
ち
が
多
数
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。既

に
埼
玉
県
で
持
ち
家
を
購
入

し
た
方
か
ら
、経
済
的
・
心
理
的
な

負
担
と
望
郷
の
念
に
つ
い
て
記
入

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

・
と
り
あ
え
ず
埼
玉
に
家
を
持
っ

た
事
で
、避
難
生
活
は
終
了
と

さ
れ
て
し
ま
い
、東
電
の
損
害

補
償
が
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。自
分
と
し
て
は
ま
だ
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
か
心
が
定
ま

っ
て
い
な
い
し
、地
元
に
帰
る

と
ホ
ッ
と
し
て
、子
供
が
大
き

く
な
っ
た
ら
戻
り
た
い
気
持
ち

も
大
き
く
、望
郷
の
念
も
強
い
。

環
境
も
変
わ
り
、子
供
も
精
神
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的
に
病
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

母
、私
、長
女
が
抗
う
つ
薬
を
服

用
し
な
が
ら
、日
々
を
送
っ
て

い
る
の
に
、簡
単
に
避
難
終
了

と
さ
れ
て
し
ま
い
く
や
し
い
。

他
人
に
決
め
ら
れ
る
事
じ
ゃ
な

い
！
！（
福
島
県（
市
町
村
未
記

入
）→
加
須
市
、40
代
女
性
）

ま
た
、ご
家
族
の

事
情
や
放
射
線
量
の

問
題
な
ど
が
絡
み
合
っ
て
、次
の
生

活
拠
点
を
決
め
か
ね
て
い
る
方
も

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

・
都
市
部
が
よ
い
か（
利
便
性
）、

地
方
が
よ
い
か（
住
み
な
れ
た

居
心
ち
良
さ
）、で
悩
み
ま
す
。

福
島
市
に
障
が
い
の
あ
る
弟

（
単
身
）が
入
院
、一
人
娘
は
東

京
に
居
て
、福
島
の
自
宅
は
0.4

～
0.8
、囲
い
は
1.4
位
あ
り
、す
ぐ

に
帰
れ
る
状
態
で
は
な
い
が
、

荒
屋
に
な
る
の
で
た
ま
に
は
帰

っ
て
手
入
れ
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
、こ
れ
か
ら
何
年
も

と
な
る
と
帰
省
時
間
、経
費
な

ど
考
え
て
し
ま
っ
て
、ど
こ
に

定
住
す
れ
ば
よ
い
の
か
決
め
か

ね
て
い
ま
す
。（
南
相
馬
市
か
ら

新
座
市
、50
代
性
別
未
記
入
）

・
当
面
の
住
ま
い
は
母
が
通
院
で

き
る
、私
の
希
望
す
る
医
療
機

関
の
近
い
処
へ
の
転
居
で
す
。

経
済
的
、心
理
的
な
事
を
考
慮

し
て
、安
心
感
の
持
て
る
公
営

住
宅
を
希
望
し
て
い
ま
す
。（
県

営
へ
応
募
し
て
一
度
落
選
し
ま

し
た
。）も
し
、こ
の
事
が
叶
え

ば
そ
こ
に
永
住
を
考
え
る
と
思

い
ま
す
。（
福
島
県（
市
町
村
未

記
入
）→
さ
い
た
ま
市
、50
代
女

性
）

・
本
当
に
難
し
く
、判
断
に
悩
む
。

福
島
で
一
人
で
暮
ら
す
主
人
と

一
緒
に
住
み
た
い
反
面
、子
供

達
も
埼
玉
で
の
生
活
に
慣
れ
て

し
ま
っ
た
。方
向
性
が
見
え
な

い
。（
郡
山
市
→
加
須
市
、30
代

女
性
）

こ
の
よ
う
に
、迷
い
や
苦
悩
を
抱

え
て
い
る
と
い
う
点
で
は
ど
の
立

場
の
方
々
も
同
じ
だ
と
い
う
現
状

を
、改
め
て
共
有
し
た
い
と
思
い
ま

す
。5

、こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま

う
声
を
拾
う
た
め
に

こ
れ
ま
で『
福
玉
便
り
』の
読
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
●
●
は
○
○

%
」と
い
う
表
記
に
は
分
析
デ
ー
タ

に
偏
り
が
あ
る
可
能
性
と
、そ
こ
か

ら
出
て
き
た
数
値
自
体
が
世
間
で

一
人
歩
き
す
る
こ
と
を
問
題
視
し

て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、多
様
な
立

場
の
方
が
多
様
な
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え

て
、「
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
声
を

ど
の
よ
う
に
丁
寧
に
拾
っ
て
い
く

の
か
」と
い
う
点
が
重
要
だ
と
指
摘

し
て
き
ま
し
た
。今
回
の
誌
面
に
お

い
て
、回
答
の
分
布
を
示
し
て
お
り

ま
す
が
、本
質
は
そ
の
数
値
の
背
後

に
あ
る
一
人
ひ
と
り
の
声
で
あ
り
、

引
き
続
き
現
状
を
で
き
る
だ
け
丁

寧
に
把
握
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、最
後
に
二
点
を
指
摘

し
て
お
き
ま
す
。ま
ず
、昨
年
度
の

『
春
の
号
外
』で
は
孤
独
感
や
不
安

感
を
深
め
て
い
る
方
が
少
な
く
な

い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、今
年

度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、新

し
い
生
活
を
進
め
て
い
る
方
と
、孤

独
感
や
不
安
感
を
深
め
て
い
る
方

が
そ
れ
ぞ
れ
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

一
方
で
は
、次
の
よ
う
な
力
強
い

記
述
を
書
い
て
い
る
方
が
い
ま
し

た
。

・
思
い
が
け
ず
埼
玉
に
避
難
す
る

事
に
な
っ
て
か
ら
も
う
す
ぐ
5

年
に
な
り
ま
す
。長
か
っ
た
よ

う
な
、短
か
っ
た
よ
う
な
年
月

で
し
た
。初
め
て
避
難
し
た
さ

い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
の

時
か
ら
埼
玉
の
皆
様
に
は
い
つ

も
私
達
に
寄
添
っ
て
い
た
だ

き
、沢
山
心
配
し
て
い
た
だ
き
、

私
達
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
真

剣
に
取
り
く
ん
で
い
た
だ
き
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。私
達

は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
心
暖
か
な

埼
玉
の
皆
様
と
と
も
に
こ
の
地

に
定
住
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。も
う
い
つ
ま
で
も
避
難
者

だ
か
ら
と
い
う
甘
え
を
す
て
て

自
立
し
て
ゆ
く
べ
き
時
だ
と
思

い
ま
す
。私
達
東
北
人
に
は
そ

の
強
さ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。い
つ
も
か
わ
ら
ず
の
ご
支

援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
福
玉
便
り
」が
届
く
た

び
に
私
達
を
想
う
、熱
い
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
心
強
く
か

ん
じ
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。（
双
葉
町
→
加
須
市
、60
代

性
別
未
記
入
）

他
方
で
、経
済
的
・
心
理
的
な
深

い
悩
み
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
い
ま
し
た
。

・
年
金
は
少
な
く
、公
営
住
宅
も

競
争
倍
率
高
く
、経
済
的
に
非

常
に
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。都
会

よ
り
郊
外
に
少
し
間
取
り
に
余

裕
の
あ
る
公
営
住
宅
を
建
て
て

欲
し
い
。今
の
ま
ま
で
は
、死
と

隣
合
わ
せ
の
生
活
状
態
で
今
後

ま
す
ま
す
死
の
恐
怖
を
感
じ

る
。全
く
希
望
が
持
て
な
い
。前

が
真
暗
で
、未
来
が
あ
り
ま
せ

ん
。（
い
わ
き
市
→
さ
い
た
ま

市
、60
代
女
性
）

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、希
望

者
に
限
り
連
絡
先
を
ご
記
入
抱
き

ま
し
た
。深
刻
な
お
悩
み
を
抱
え
て

い
る
方
に
対
し
て
は
、復
興
支
援
員

や
専
門
機
関
等
と
連
携
し
な
ら
、記

述
内
容
を
踏
ま
え
た
個
別
支
援
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

二
点
目
に
、今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
今
後
の
展
望
と
住
宅
問
題
を

重
点
的
に
扱
い
ま
し
た
。持
ち
家
を

購
入
し
た
方
、購
入
を
希
望
す
る
方

に
と
っ
て
も
、経
済
的
・
心
理
的
な

悩
み
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。ま
た
、様
々
な
事
情

に
よ
り
、今
後
の
生
活
を
決
め
か
ね

て
い
る
方
も
一
定
数
存
在
す
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
度
は
、特
に
住
宅
問

題
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
福
玉
便
り
』で
は
引
き
続
き
、多

様
な
実
態
を
把
握
し
、そ
の
情
報
共

有
か
ら
問
題
点
の
解
決
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。読

者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

「
声
」を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ー
ル
:

fukutam
a@
431279.com
 



2016春の号外 2016年3月11日発行

永
田
（
編
集
部
、
埼
玉
労
福
協
事
務

局
長
）

日
本
の
災
害
史
上
で
も
、

こ
れ
だ
け
多
く
の
人
が
全
国
に
避

難
す
る
っ
て
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
し
、
首
都
圏
に
数
万
人
の
方
が
い

て
、
埼
玉
に
も
５
、
０
０
０
人
の
方

が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
埼
玉
に
は
５

つ
の
県
や
町
の
復
興
支
援
員
が
配

置
さ
れ
て
活
動
を
し
て
い
て
、
こ
れ

は
他
県
に
は
な
い
例
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
支
援
者
や
町
民
か
ら
す
る

と
、
ま
だ
ま
だ
活
動
が
よ
く
見
え
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
こ
う
し
て
も

ら
え
た
ら
い
い
の
に
な
あ
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は
こ
の
一
年
間
や
っ
て
き
て
、
ど

う
い
う
こ
と
を
感
じ
た
か
と
い
う

と
こ
ろ
を
順
番
に
お
話
い
た
だ
け

ま
す
か
？

浪
江
町
・
佐
藤
（
淳
）
　
浪
江
町

復
興
支
援
員
埼
玉
事
務
所
は
、
２
０

１
３
年
７
月
か
ら
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
埼
玉
県
と
東
京
都
西
部
を
担

当
し
、
戸
別
訪
問
は
２
巡
目
を
回
っ

て
い
ま
す
。

２
年
半
前
に
始
め
た
当
初
は
、物

が
な
い
と
か
、
住
宅
が
狭
い
と
か
、

周
り
に
誰
か
い
る
か
分
か
ら
な
い

と
か
、
そ
う
い
っ
た
問
題
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
震
災
か
ら
５

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
、
最
近
で
は

や
っ
ぱ
り
住
宅
問
題
が
大
き
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
埼
玉
で
住
宅
を
購

入
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
て
、
避
難

し
た
先
の
地
元
の
方
と
の
つ
な
が

り
と
い
う
の
を
、
ど
の
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
か
と
い
う
の
が
ち
ょ

っ
と
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
く
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、最
近
気
が
付
い
て
き
た

の
は
、
埼
玉
で
結
婚
し
ま
し
た
と

か
、
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
い
ま
し
た
と

い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
。
そ
の

中
で
も
、
奥
さ
ん
が
浪
江
の
住
所
に

戻
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
、
入
籍
し
た
い

ん
だ
け
ど
浪
江
に
戻
れ
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
と
両
方
が
あ
り
ま
す
。
役

場
の
ほ
う
に
確
認
し
な
が
ら
、
入
籍

さ
れ
て
い
る
方
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し

て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ

と
、
避
難
後
に
子
ど
も
さ
ん
が
生
ま

れ
た
方
っ
て
い
う
の
も
結
構
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
辺
の
支
援
も

併
せ
て
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。浪

江
町
・
石
澤

私
は
支
援
員

の
仕
事
を
、
町
へ
の
思
い
か
ら
始
め

た
ん
で
す
が
、
最
近
で
は
町
へ
の
思

い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
へ
の
思

い
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
の
苦
し
ん
で
い
る

姿
を
見
る
と
、「
こ
の
人
を
ど
う
す

る
の
か
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。様

々
な
事
情
で
、ど
う
し
て
も
誰

に
も
相
談
で
き
な
い
、
繋
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
我
々
に
だ
け
し
か
話
せ
な
い
と

言
わ
れ
る
と
、
ど
う
や
っ
て
こ
れ
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
、
例
え
ば
支
援
員
事
業
が
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
ら
そ
う
い
う
方
々
っ

て
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
か
、
と
感
じ

て
い
ま
す
。

浪
江
町
・
佐
藤
（
秀
）
　
私
た
ち

は
台
帳
を
見
な
が
ら
２
チ
ー
ム
で

回
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
当
初
よ
り

も
、
住
所
が
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
こ
こ
２
、
３
カ
月
で
変

わ
っ
て
い
る
方
も
多
く
て
、
実
際
に

お
伺
い
す
る
と
、
新
し
く
家
を
購
入

し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
転
出
さ
れ
た
情
報
が
町
役
場

に
入
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
ど
の
辺

ま
で
お
訪
ね
す
れ
ば
い
い
の
か
、
と

思
い
ま
す
。

あ
と
は
、平
日
に
訪
問
を
し
て
い

る
と
、
仕
事
を
し
て
い
る
若
い
方
に

な
か
な
か
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
、
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。浪

江
町
・
岡
田
　
私
は
今
年
か

ら
支
援
員
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
家

を
求
め
て
前
に
進
ん
で
い
る
方
と
、

そ
こ
で
ず
っ
と
止
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
方
と
い
う
二
通
り
の
方
が

い
ら
し
て
、
後
者
の
方
々
を
ど
う
し

て
繋
げ
た
ら
い
い
か
、
ど
う
対
応
し

て
あ
げ
た
ら
い
い
の
か
な
っ
て
い

う
と
こ
ろ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

復
興
支
援
員
座
談
会

ま
ち
へ
の
思
い
、ひ
と
へ
の
思
い

埼
玉
県
内
に
は
、福
島
県
と
浪
江
町
・
富
岡
町
・
大
熊
町
・
双
葉
町

の
５
自
治
体
の
復
興
支
援
員
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、戸
別
訪
問
や
交

流
会
開
催
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。『
福
玉
便
り
』編
集
部
で

は
、戸
別
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
る
福
島
県
・
浪
江
町
・
富
岡
町
の
支

援
員
の
方
々
を
お
招
き
し
、町
民
有
志
の
方
々
と
一
緒
に
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ま
と
め
＝
編
集
部
・
原
田
）

■浪江町復興支援員 埼玉事務所
開所時間：平日10:00～17:00
さいたま市浦和区常盤6-4-21ときわ会館4F
TEL 080-5749-2996 

浪江町が埼玉県内に配置している復興支援員の
事務所です。浪江町民に限らず、気軽に遊びに来
てください。
※この事業は、浪江町が（一社）
埼玉県労働者福祉協議会に委
託して実施しています。
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永
田
　
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
方
と
い
う
の
は
、
さ
っ
き
石
澤
さ

ん
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
が
、
精
神
的

な
病
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん

で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
、
浪
江
に

い
れ
ば
散
歩
も
畑
仕
事
も
し
て
元

気
だ
っ
た
の
に
、
こ
ち
ら
で
借
り
上

げ
住
宅
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
た

め
に
肉
体
的
に
弱
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

浪
江
町
・
石
澤
　
ど
っ
ち
の
パ

タ
ー
ン
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
精
神
的
な
病
を
抱
え
て
い
る
方

は
、
病
院
に
は
行
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
な
か
な
か
良
く
な
ら
な
い
。

「
じ
ゃ
あ
、
病
院
変
え
て
み
た
ら
？
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
は
す
る
ん
で
す
け

ど
も
、
我
々
が
で
き
る
の
は
ア
ド
バ

イ
ス
だ
け
な
の
で
。
定
期
的
に
お
訪

ね
す
れ
ば
、
喜
ん
で
は
い
た
だ
け
る

ん
で
す
が
。

永
田
　
福
島
県
は
い
か
が
で
す

か
？福

島
県
・
冨
永
　
福
島
県
復
興

支
援
員
埼
玉
事
務
所
は
、
２
０
１
４

年
11
月
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
浪

江
町
と
富
岡
町
は
支
援
員
さ
ん
が

訪
問
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

そ
れ
以
外
の
市
町
村
か
ら
埼
玉
県

内
に
避
難
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
の
戸
別
訪
問

を
し
て
い
ま
す
。こ

の
間
は
、加
須
市
と

川
口
市
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
市
役
所
の
方

と
私
た
ち
福
島
県

の
支
援
員
が
一
緒

に
回
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
の
方
が
い
ら

し
て
、問
題
も
す
ご

く
複
雑
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
例
え
ば
飯
舘
村
や
広
野
町
の

方
は
、
こ
ち
ら
で
避
難
し
て
い
る
方

が
少
な
い
の
で
、
繋
が
っ
て
い
な
い

っ
て
い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
埼
玉
の
中
心
部
で
あ

れ
ば
何
と
か
繋
が
り
が
あ
る
ん
で

す
が
、
離
れ
て
い
れ
ば
余
計
点
在
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。
埼
玉
に
避
難
し

て
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
親
せ
き
と
か

兄
弟
と
か
を
頼
っ
て
来
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
が
多
い
の
で
、
そ
の
方
と

は
繋
が
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
自
分

は
町
に
溶
け
込
ま
な
い
で
ひ
っ
そ

り
暮
ら
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

ま
た
、借
り
上
げ
住
宅
で
最
初
に

住
ん
だ
狭
い
部
屋
か
ら
移
り
た
い

の
に
、
そ
こ
は
賠
償
で
何
と
か
対
応

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う

情
報
を
も
ら
い
な
が
ら
も
、
不
安
で

行
動
に
移
せ
ず
に
心
固
ま
っ
て
そ

の
ま
ま
留
ま
っ
て
い
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
れ
と
、福
島
の
方
の
性
格
な
の

か
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

お
伺
い
し
て
も
苦
情
も
お
っ
し
ゃ

ら
な
い
し
、
県
へ
の
要
望
な
ど
も
お

っ
し
ゃ
ら
な
く
て
、
自
分
だ
け
が
耐

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
。
た
だ
、
聞
き
方
を
変
え

て
、「
体
調
は
崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
」
っ
て
聞
く
と
、「
い
や
、
俺
も

こ
れ
が
駄
目
で
。
妻
も
こ
れ
が
駄
目

で
」
と
い
う
形
で
、
体
調
を
随
分
崩

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

も
う
一
点
、お
子
さ
ん
が
障
害
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
で
、

何
の
サ
ポ
ー
ト
も
な
く
頑
張
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
、
今
感
じ
て
い
ま
す
。

福
島
に
い
る
時
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

で
、
震
災
に
よ
っ
て
移
動
し
た
も
の

だ
か
ら
、
環
境
が
変
わ
っ
て
パ
ニ
ッ

ク
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
い
う
お

子
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
初
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め
て
お
訪
ね
し
た
と
き
に
は
、
お
母

さ
ん
が
涙
な
が
ら
に
、
ご
苦
労
な
さ

っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
が
避
難
先

で
な
じ
ん
で
い
く
ま
で
の
間
を
ど

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
き
か
、
と
い
う

現
状
に
ぶ
つ
か
っ
た
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

編
集
部
・
西
川
　
自
治
体
に
も

よ
り
ま
す
が
、
未
就
学
だ
っ
た
ら
乳

幼
児
相
談
セ
ン
タ
ー
と
か
、
就
学
児

だ
っ
た
ら
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
と

か
が
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
今
ま

で
頑
張
っ
て
き
た
思
い
に
関
し
て

は
、
支
援
員
さ
ん
の
ほ
う
で
受
け
止

め
つ
つ
、
相
談
セ
ン
タ
ー
や
学
校
と

相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
の

が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

福
島
県
・
冨
永
　
そ
う
い
う

方
々
も
、
２
回
目
、
３
回
目
に
会
い

に
行
っ
た
と
き
に
は
と
て
も
笑
顔

に
な
っ
て
く
れ
て
、
信
頼
関
係
が
で

き
た
か
ら
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た

か
な
と
は
思
う
の
で
す
が
。
ご
家
族

の
心
を
な
る
べ
く
理
解
し
な
が
ら
、

そ
う
い
う
人
た
ち
に
ど
う
ア
プ
ロ

ー
チ
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
情

報
共
有
を
し
て
、
私
た
ち
も
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
・
永
田
　
埼
玉

で
は
住
民
に
近
い
、
住
民
目

線
で
物
事
を
考
え
ら
れ
る

支
援
員
が
い
る
け
れ
ど
も
、

専
門
知
識
は
持
っ
て
い
な

い
。
一
方
で
、
臨
床
心
理
士

や
社
会
福
祉
士
や
弁
護
士
や
司
法

書
士
な
ど
、
専
門
知
識
を
ふ
ん
だ
ん

に
持
っ
て
い
る
方
々
は
、
広
域
避
難

に
つ
い
て
の
認
識
が
な
い
。
こ
こ
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
富

岡
町
は
い
か
が
で
す
か
？

富
岡
町
・
木
幡
　
富
岡
町
は
、県

外
避
難
者
支
援
員
と
い
う
こ
と
で
、

４
名
で
全
国
対
応
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
５
年
２
月
か
ら
訪
問

を
開
始
し
ま
し
て
、
埼
玉
県
内
は
全

戸
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
東

京
、
千
葉
、
神
奈
川
、
茨
城
も
訪
問

し
て
い
ま
す
。
車
で
動
い
て
い
る
も

の
で
な
か
な
か
時
間
も
か
か
り
ま

す
の
で
、
１
日
で
４
～
５
軒
、
多
い

と
き
で
７
軒
ぐ
ら
い
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。「
富
岡
の
あ
そ
こ
に
こ
う

い
う
家
が
あ
っ
た
よ
ね
。
あ
の
人
、

ど
こ
に
い
る
け
？
」
と
い
う
よ
う
な

お
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
10
カ
月

間
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

富
岡
町
・
林
　
富
岡
町
で
は
、全

町
民
の
３
分
の
１
が
県
外
避
難
者

で
、
そ
の
う
ち
の
75
％
が
関
東
圏
に

住
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
１
都
４
県

で
６
０
０
戸
を
回
っ
た
の
で
、
全
国

の
ほ
ぼ
70
％
を
完
了
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

富
岡
町
・
番
屋
　
ま
ず
、皆
さ
ん

を
訪
問
し
て
感
じ
る
の
が
、
環
境
的

に
は
４
～
５
回
は
転
居
し
て
い
る

方
が
多
い
で
す
。
転
居
と
い
う
の
は

避
難
所
や
親
せ
き
宅
を
含
め
て
で

す
が
。
高
齢
の
方
や
、
小
さ
い
子
ど

も
さ
ん
を
連
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
、

お
な
か
が
大
き
い
お
母
さ
ん
は
特

に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

２
点
目
に
、住
宅
に
開
き
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
住

居
確
保
の
賠
償
で
家
を
建
て
る
方

が
多
く
な
っ
て
き
た
の
も
、
事
実
で

す
。
た
だ
、
例
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
な
い
５
階
建
て
の
団
地
に
高

齢
の
ご
夫
婦
が
お
住
ま
い
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
ご
高
齢
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、
ま
た
ア
パ
ー
ト
を
探
す
、
不
動

産
業
者
を
回
る
、
そ
れ
が
大
変
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
あ
と
は
、
お

子
さ
ん
が
い
る
方
も
、
慣
れ
な
い
と

こ
ろ
で
不
動
産
屋
を
探
す
と
い
う

の
は
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
大
変
な

の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
補

償
関
係
に
関
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
は

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
体

と
気
持
ち
が
動
か
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
、「
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
」
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。

３
点
目
に
、こ
れ
も
高
齢
者
に
目

立
つ
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
外
出
し

な
く
な
っ
た
と
答
え
る
方
が
多
か

っ
た
で
す
。

４
点
目
に
、も
う
５
年
が
経
ち
ま

し
た
の
で
、
高
齢
者
の
施
設
入
所
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
お
電
話
す
る

と
、お
子
様
が
、「
本
当
に
ご
め
ん
な

■富岡町復興支援員 埼玉事務所
さいたま市浦和区常盤6-4-21ときわ会館4F
TEL 048-833-8731
埼玉県を中心に首都圏での「個別訪問」を行います。
同時に、富岡町民が多く避難している自治体で「交流サ
ロンやしゃべり場」を開催します。
※この事業は富岡町が（一社）埼玉県労働者福祉協議会に委託して実施
しています。

左から鈴木さん、小幡さん、林さん、番屋さん

昨年２月より戸別訪問活動を開始し、関東圏の訪問
を終えました。今年は関東圏外を訪問する予定です。

皆様に逢えるのを楽しみにしております。
昨年８月の屋形船の集いには大勢参加していただき

ました。
今年もサロン、お茶会など、いろいろ企画していきた

いと思っております。よろしくお願いいたします。



さ
い
」
っ
て
私
に
お
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
。「
頑
張
っ
た
ん
だ
け
ど
、お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
富
岡
に

帰
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
罪
悪
感
を
抱
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
。「
帰
り
て
え
、帰
り
て
え
」っ
て
、

毎
日
泣
か
さ
れ
る
ご
家
族
も
い
る

よ
う
で
す
。

あ
る
い
は
、避
難
し
て
き
た
親
と

か
親
族
の
介
護
が
重
く
の
し
か
か

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
も
と
も
と
核
家
族
で
こ
ち

ら
で
暮
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
引
き

取
っ
て
、
苦
労
す
る
の
は
お
嫁
さ
ん

と
か
。
あ
と
、
ご
夫
婦
２
人
で
避
難

し
て
き
た
方
は
、
老
老
介
護
の
傾
向

が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

以
上
、
訪
問
し
た
感
触
を
、
ま
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
部
・
西
城
戸
　
一
点
、よ
ろ

し
い
で
す
か
。
私
は
、
石
巻
の
北
上

町
と
い
う
所
の
復
興
支
援
員
の
実

態
調
査
も
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
宮

城
と
か
岩
手
と
か
津
波
被
災
地
の

復
興
支
援
員
と
い
う
の
は
活
動
が

皆
さ
ん
と
違
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
と

か
、
地
域
で
何
か
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
活
動
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

皆
さ
ん
が
回
っ
て
い
る
中
で
、
新
た

に
避
難
者
の
方
が
立
ち
上
が
っ
て

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
ん
で
し

ょ
う
か
？

富
岡
町
・
鈴
木
　
遠
く
に
行
け

ば
行
く
ほ
ど
、
ポ
ツ
ン
と
し
て
い
る

方
が
多
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。「
こ

っ
ち
の
ほ
う
に
、
知
り
合
い
は
い
な

い
よ
」
っ
て
。
だ
か
ら
、
避
難
者
の

今
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
こ
か

ら
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

福
島
県
・
冨
永
　
双
葉
町
の
方

っ
て
い
う
の
は
、
加
須
市
に
双
葉
の

人
が
い
る
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、

ど
こ
か
心
の
拠
り
所
に
し
て
い
る

気
が
す
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
人

が
そ
こ
に
集
っ
て
い
る
っ
て
い
う

拠
り
所
は
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
逆

に
大
熊
町
の
方
は
、
拠
り
所
が
な
い

の
で
、
個
人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
方

が
多
い
気
が
し
ま
す
。

た
だ
、常
に
そ
の
場
所
で
集
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
い
う
と
そ

う
で
も
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
生

の
側
面
が
あ
る
の
で
、
集
ま
る
時
は

そ
こ
で
集
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
投

げ
掛
け
を
、
で
き
る
形
で
し
て
い
く

し
か
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
投
げ
掛
け
が
何
度
か
あ
る
こ
と

で
、「
あ
あ
、俺
に
は
拠
り
所
が
一
つ

あ
る
ん
だ
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
れ
ば

い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

浪
江
町
・
佐
藤
（
淳
）
　
我
々
が

回
っ
て
い
て
、12
月
に
も
、「
初
め
て

浪
江
の
人
と
話
し
ま
し
た
」
と
い
う

方
が
２
人
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い

う
の
を
考
え
る
と
、
や
っ
ぱ
り
、
訪

問
と
い
う
の
は
大
事
な
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
な
と
は
思
う

ん
で
す
ね
。

富
岡
町
・
鈴
木

ま
っ
た
く
同
感
で
、

訪
問
す
る
と
１
時
間

お
し
ゃ
べ
り
す
る
ん

で
す
ね
。「
富
岡
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
あ

り
が
と
う
。
こ
ん
な

に
し
ゃ
べ
っ
た
の
は

久
し
ぶ
り
だ
」
と
お

っ
し
ゃ
る
。
サ
ロ
ン

じ
ゃ
そ
う
な
ら
な
い

と
思
う
ん
で
す
よ
。

や
っ
ぱ
り
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
、
地

道
に
い
く
し
か
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

永
田
　
被
災
者
が
支
援
員
事
業
の

主
体
に
な
っ
て
、
戸
別
訪
問
し
な
が

ら
、
心
の
拠
り
所
や
困
っ
て
い
る
こ

と
を
繋
い
で
い
く
っ
て
い
う
の
は
、

今
ま
で
の
歴
史
に
は
な
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
訳
だ
か
ら
、
分
か
ら
な

い
こ
と
や
遠
回
り
も
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
同
じ
目
線
で
避
難

さ
れ
て
い
る
方
と
会
話
が
で
き
る

と
い
う
強
み
を
持
っ
て
い
る
訳
だ

か
ら
、
自
信
を
持
っ
て
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
事
務
所
の
次
年
度
の
事
業
の

進
め
方
と
し
て
、
行
政
や
社
協
・
民

生
委
員
等
の
地
域
で
見
守
り
活
動

を
し
て
い
る
人
と
の
連
携
を
ど
う

す
る
の
か
と
、
会
え
な
か
っ
た
人
に

さ
ら
に
会
う
と
い
う
新
し
い
仕
組

み
を
、
意
識
的
に
や
っ
て
み
よ
う
か

と
い
う
思
い
が
皆
さ
ん
の
中
に
湧

い
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
２
０
１
５
年
１
２
月
２
５
日

に
開
催
さ
れ
た
座
談
会
の
内
容
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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■
施
策
・
方
針
に
翻
弄
さ
れ
る

自
主
避
難
者

本
誌
4
ペ
ー
ジ
で
も
書
い
た
通

り
、「
自
主
避
難
者
」へ
の
借
上
住
宅

の
提
供
は
2
0
1
7
年
3
月
で
支

援
の
終
了
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。あ

と
1
年
で
、「
自
主
避
難
者
」で
借
上

住
宅
に
住
む
人
た
ち
は
、「
帰
還
」か

「
避
難
継
続
」、引
っ
越
し
あ
る
い
は

生
活
費
負
担
増
を
前
提
と
し
た
選

択
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。こ
の
5

年
で
何
と
か
築
い
て
き
た
「
日
常
」

が
、望
む
と
望
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら

ず
、何
等
か
の
変
化
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

避
難
生
活
な
の
で
、「
日

常
」と
い
う
言
葉
が
適
切
か

ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

少
な
く
と
も
、こ
の
5
年
を

か
け
て
築
い
た
暮
ら
し
が

大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
主
避
難
者
の
借
上
住

宅
の
支
援
の
終
了
は
、

2
0
1
5
年
6
月
に
福
島
県
知
事

が
正
式
発
表
し
ま
し
た
が
、そ
の
ひ

と
月
ほ
ど
前
の
5
月
半
ば
に
新
聞

報
道
が
先
行
し
ま
し
た
。
報
道
後
、

多
く
の
避
難
者
団
体
や
支
援
団
体
、

避
難
者
個
々
人
、
弁
護
士
等
が
、
撤

回
を
求
め
る
要
請
行
動
・
署
名
活

動
・
提
言
等
、立
て
続
け
に
あ
ら
ゆ

る
手
段
で「
打
ち
切
ら
な
い
で
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
島
県
は
「
民
間
賃
貸
住

宅
家
賃
へ
の
支
援
」を
含
む
支
援
策

（
2
年
間
の
緩
和
措
置
）
を
講
じ
て

い
ま
す
が
、そ
の
緩
和
策
を
元
に
今

後
を
考
え
始
め
た
方
も
い
る
一
方

で
、「
自
分
の
声
が
届
か
な
か
っ
た
」

と
い
う
思
い
を
し
た
人
も
少
な
か

ら
ず
い
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
6
月
～
7
月
は
、原

発
避
難
者
の
今
後
を
決
め
る
重
要

な
決
定
が
立
て
続
け
に
行
わ
れ
た

時
期
で
し
た
。政
府
は
福
島
復
興
指

針
の
改
定
版
を
閣
議
決
定
し
、「
事

故
か
ら
6
年
後
ま
で
に
避
難
指
示

の
解
除
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
す

る
」
と
、
避
難
指
示
解
除
と
帰
還
促

進
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。自

主
避
難
者
に
深
く
関
係
の
あ
る「
原

発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法

（
以
下
、
支
援
法
）」
の
基
本
方
針
改

定
も
8
月
で
し
た
。そ
こ
に
は
、「
新

た
に
避
難
す
る
状
況
に
な
い
」と
い

う
文
言
が
付
記
さ
れ
、放
射
線
量
が

下
が
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
説
明

会
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
援
法
に
基
づ
く
具
体
策
も
示
さ

れ
な
い
ま
ま
、「
戻
れ
る
の
だ
か
ら
、

戻
り
な
さ
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
受
け
取
っ

た
人
も
い
ま
し
た
。

■
「
放
射
能
汚
染
」
の
問
題

し
か
し
、
放
射
線
に
関
わ
る
問

題
に
対
し
て
は
、原
発
避
難
の
本
質

に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
が
な
が
ら

も
、認
識
の
共
有
が
し
に
く
い
と
い

う
側
面
が
あ
り
ま
す
。

原
発
事
故
の
実
相
は
簡
単
な
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
の
5
年
、

私
は
、
取
材
の
中
で
、
痛
感
し
続
け

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
月
に
一
～
二

度
、福
島
県
の
中
通
り
に
あ
る
郡
山

市
に
通
い
、母
親
た
ち
と
子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
の
放
射
線
量
の
測
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
も
、
一
度
も
避
難
指
示

の
出
な
か
っ
た
い
わ
ゆ
る「
自
主
避

難
」
区
域
で
す
。
学
校
等
の
子
ど
も

た
ち
が
長
く
過
ご
す
場
所
は
、優
先

的
に
除
染
が
さ
れ
た
も
の
の
、今
な

お
、住
宅
除
染
は
す
べ
て
終
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、通
学
路
の
除
染
も

完
了
し
て
い
ま
せ
ん
。田
畑
の
畦
道

や
空
き
地
も
そ
の
ま
ま
で
す
。

そ
の
た
め
、
細
か
く
測
定
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、放
射
性
物
質
の
た
ま

り
や
す
い
場
所
で
は
、事
故
前
の
数

十
倍
か
ら
数
百
倍
と
い
う
放
射
線

量
が
計
測
さ
れ
る
の
で
す
。い
わ
ゆ

る
、ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。

住
み
続
け
な
が
ら
も
、
子
ど
も

を
で
き
る
だ
け
被
ば
く
さ
せ
た
く

な
い
、
と
い
う
思
い
で
母
親
た
ち

は
、子
ど
も
の
通
学
路
や
公
園
な
ど

を
歩
い
て
測
定
し
て
い
ま
す
。そ
れ

は
、自
主
避
難
を
し
て
い
る
人
た
ち

と
同
じ
、「
子
ど
も
を
守
り
た
い
」と

い
う
尊
い
思
い
で
す
。

政
府
は
「
大
幅
に
放
射
線
量
が

下
が
っ
た
」と
し
、「
避
難
す
る
状
況

に
な
い
」と
い
う
発
表
を
し
ま
し
た

が
、実
際
に
は
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
は

点
在
し
、事
故
前
と
の
比
較
で
は
な

く
、
事
故
直
後
と
比
較
し
て
「
大
幅

に
下
が
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
理
不
尽
な
現
実
に
ど
う
折
り

合
い
を
つ
け
る
か
と
い
う
の
も
、

個
々
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
す
。
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2016春の号外 2016年3月11日発行

「
自
主
避
難
」を
考
え
る

―
多
様
化
す
る
現
在
地
と
、再
び
強
い

ら
れ
る
選
択

※「
自
主
避
難
」と
い
う
言
い
方
に
は
、「
自
主
的
で
あ
る
」と
い
う
印
象
を
与

え
、問
題
の
本
質
を
と
ら
え
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
批
判
も
あ
り
ま
す
。

筆
者
は
、そ
の
批
判
の
主
旨
に
賛
同
し
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は
便
宜
的
に

避
難
指
示
区
域
外
避
難
を「
自
主
避
難
」と
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
復
興
の
加
速
化
」が
叫
ば
れ
る
中
で
、ぽ
つ
り
と
打
ち
明
け
て
く
れ
る

小
さ
な
声
か
ら
は
、一
人
ひ
と
り
の「
思
い
」が
、「
復
興
」と
い
う
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
言
葉
で
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

原
発
事
故
か
ら
５
年
。い
ま
、「
自
主
避
難
者
」と
言
わ
れ
る
人
た
ち
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
編
集
部
・
吉
田
千
亜
）

全国各地で「住宅を打ち切らないでほしい」
と訴える集会が行われた
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今
年
4
月
に
帰
還
を
決
め
た
、

あ
る
自
主
避
難
の
母
親
は
、筆
者
に

こ
う
漏
ら
し
て
い
ま
す
。

「
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
納
得
し

て
戻
る
人
な
ん
て
、
い
な
い
と
思

う
」
と
。

そ
の
言
葉
に
、
私
は
何
も
答
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
見
明
る
く
振
る
舞
っ
て
い
て

も
、実
際
に
お
話
を
聞
け
ば
深
い
悩

み
や
複
雑
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、例
え
ば
、「
故
郷
に
帰
れ
る
ん
で

す
ね
、
良
か
っ
た
で
す
ね
」
と
い
う

何
気
な
い
一
言
を
、避
難
さ
れ
て
い

る（
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
帰
還
し
よ

う
と
し
て
い
る
）
方
が
、
複
雑
な
思

い
で
受
け
止
め
て
い
る
、と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問
題
を
単
純
化
せ
ず
、
複
雑
で

多
様
な
現
場
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け

る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

■「
時
間
の
経
過
」と
い
う
問
題

「
放
射
能
汚
染
」
の
他
に
、
も
う

一
つ
自
主
避
難
者
を
躊
躇
さ
せ
る

要
因
は
、
5
年
と
い
う
「
時
間
」
で

す
。
原
発
事
故
当
時
、
3
歳
だ
っ
た

子
ど
も
は
、こ
の
4
月
に
小
学
3
年

生
に
な
り
ま
す
。小
学
3
年
生
だ
っ

た
子
ど
も
は
中
学
2
年
生
に
な
る

の
で
す
。中
学
2
年
生
だ
っ
た
子
ど

も
は
、
高
校
3
年
生
。

子
ど
も
に
は
子
ど
も
の
「
日
常
」

が
あ
り
ま
す
。避
難
で
耐
え
た
変
化

に
、
よ
う
や
く
慣
れ
、
居
場
所
を
作

っ
た
子
ど
も
た
ち
。
或
い
は
、
受
験

な
ど
の
新
し
い
次
の
挑
戦
を
控
え

て
い
る
子
ど
も
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
っ
た
、子
ど
も
の
成
長
や
生

活
環
境
を
考
え
て
、
避
難
の
継
続
、

或
い
は
帰
還
す
る
時
期
を
逡
巡
す

る
方
も
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、
自
主
避
難
に
多
い
、
母
子

避
難
世
帯
は
、5
年
も
の
間
、夫（
父

親
）と
の
離
れ
離
れ
の
生
活
に
限
界

が
き
て
い
る
、
と
話
す
方
も
い
ま

す
。あ

る
母
親
は
、「
も
し
戻
る
と
し

た
ら
、そ
れ
は
離
婚
を
回
避
す
る
た

め
。避
難
継
続
の
た
め
に
離
婚
す
る

か
、
そ
れ
と
も
、
離
婚
を
避
け
る
た

め
に
帰
還
す
る
か
、と
い
う
選
択
に

し
か
な
ら
な
い
」と
い
う
複
雑
な
心

境
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
実
際
に
離
婚
に
至
っ

た
方
も
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
に

は
戻
る
場
所
は
な
く
、さ
ら
に
厳
し

い
生
活
再
建
が
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
に
と
っ

て
、暮
ら
し
の
支
え
で
あ
っ
た
借
上

住
宅
の
打
ち
切
り
は
、ま
さ
に
死
活

問
題
で
す
。

■
「
経
済
負
担
」
と
い
う
問
題

自
主
避
難
者
に
は
、
東
京
電
力

か
ら
の
定
期
的
な
賠
償
は
な
く
、

2
0
1
2
年
に
2
回
、わ
ず
か
な
賠

償
が
あ
っ
た
の
み
で
す
。特
に
母
子

避
難
世
帯
は
、二
重
生
活
を
5
年
間

続
け
、生
活
費
増
加
分
を
補
う
た
め

に
切
り
崩
し
て
い
た
貯
金
を
失
っ

て
い
ま
す
。経
済
的
負
担
が
大
き
く

て
、こ
れ
以
上
は
避
難
を
続
け
ら
れ

な
い
、
と
い
う
人
、
ま
し
て
や
、
借

上
住
宅
の
家
賃
が
発
生
し
た
ら
、首

が
回
ら
な
い
、と
話
す
人
も
い
ま
し

た
。そ

う
い
っ
た
生
活
費
を
補
う
た

め
に
、仕
事
を
は
じ
め
た
人
も
多
く

い
ま
す
。せ
っ
か
く
得
た
仕
事
を
続

け
る
た
め
に
は
、通
勤
を
考
慮
す
る

と
、今
の
住
ま
い
か
ら
追
い
出
さ
れ

て
は
困
る
、と
い
う
方
が
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
避

難
先
で
の
行
政
支
援
、社
会
資
源
の

活
用
を
よ
り
一
層
、考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
地

「
原
発
事
故
の
前
の
状
態
な
ら
、

今
す
ぐ
に
で
も
帰
り
た
い
」
と
、
あ

る
自
主
避
難
中
の
母
親
が
話
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、美
味
し
い
海
の
幸
・

山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
生
活
は
、何
物

に
も
代
え
が
た
い
大
切
な
暮
ら
し

だ
っ
た
と
。

で
も
、
元
通
り
に
な
ら
な
い
現

実
と
、
借
上
住
宅
の
終
了
を
前
に
、

「
自
主
避
難
」
と
呼
ば
れ
る
方
た
ち

は
、避
難
の
継
続
か
、帰
還
か
を
、そ

れ
ぞ
れ
が
悩
み
、選
択
せ
ざ
る
を
得

な
い
1
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
5
年
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦

難
を
乗
り
越
え
て
埼
玉
で
の
暮
ら

し
を
築
き
、地
域
の
人
と
共
に
一
歩

を
踏
み
出
し
た
方
も
い
れ
ば
、
逆

に
、
孤
立
し
た
ま
ま
、
生
活
困
窮
に

陥
り
か
ね
な
い
方
も
い
ま
す
。避
難

の
負
担
に
個
々
の
事
情
が
掛
け
算

さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
現
在
地
は
、

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

本
誌
4
ペ
ー
ジ
に
も
書
い
た
通

り
、借
上
住
宅
の
終
了
の
際
し
掲
げ

ら
れ
た
政
府
の
施
策
も
福
島
県
の

施
策
も
、本
当
に
困
っ
て
い
る
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、不
十
分
な
内
容
で

す
。ぎ
り
ぎ
り
支
援
の
枠
組
み
か
ら

外
れ
て
し
ま
う
と
い
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
必
要
な
人
に
、
十
分
な

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
仕
組
み
と
、共

に
考
え
る
温
か
い
つ
な
が
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
6
年
目
。私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
の
か
、問

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
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※寄付金には税制優遇措置があり
ます。

福玉便りは、月刊で4000部発行しています。
たくさんの方のお力をいただいて、毎月避難者の皆さんのもとにお届けしています。

通常号の印刷は、『富士ゼロックス埼玉
端数倶楽部』（社員ボランティア）の皆様
に全面的にご協力いただいております。

ありがとうございます！

ありがとうございます！

「赤い羽根共同募金の災害ボランテ
ィア・ＮＰＯ活動サポート募金」（ボラ
サポ）の助成金もいただいて、発行し
ています。（2015.10〜2016.9）



卒
業
論
文
で
は
、
当
時
中
高
生
だ

っ
た
A
さ
ん
、B
さ
ん
、C
さ
ん
の
３

名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
A
さ
ん
は
富
岡
町
で

生
活
を
し
て
い
た
当
時
高
校
２
年
生

（
女
性
）
で
、
事
故
後
に
ご
家
族
と
埼

玉
県
越
谷
市
に
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

B
さ
ん
C
さ
ん
は
友
人
同
士
で
、
浪

江
町
で
生
活
を
し
て
い
た
当
時
中
学

２
年
生（
女
性
）で
し
た
。B
さ
ん
は

ご
家
族
と
埼
玉
県
鴻
巣
市
に
、
C
さ

ん
は
福
島
県
二
本
松
市
に
避
難
さ
れ

ま
し
た
。

３
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
以
下
の
３
点

で
す
。

１
つ
目
は
、
元
々
生
活
し
て
い
た

福
島
県
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

が
あ
り
、
ま
だ
完
全
に
繋
が
れ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
福
島
で
あ
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
A
さ
ん

の
場
合
は
高
校
生
で
携
帯
電
話
を
持

っ
て
い
た
お
か
げ
で
、
友
人
の
連
絡

先
は
知
っ
て
お
り
、
連
絡
を
取
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

B
さ
ん
と
C
さ
ん
は
当
時
中
学
生
だ

っ
た
た
め
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
友
人
の
連
絡
先
を
知
ら
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、福
島
県
で
の

生
活
は
お
互
い
の
家
を
知
っ
て
い

て
、
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
住
所
を
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、自
力
で
繋
が
る
方
法

を
見
つ
け
て
、
関
係
を
取
り
戻
し
た

友
人
も
い
ま
し
た
が
、
取
り
戻
せ
て

い
な
い
友
人
も
い
る
の
が
現
状
で

す
。加
え
て
、友
人
同
士
で
震
災
に
関

し
て
触
れ
る
こ
と
は
人
に
よ
っ
て
は

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
場
合
も
あ

り
、
軽
々
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
難
し
い
境
界

線
の
影
響
も
あ
り
、
本
当
に
友
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
続
が
で
き
る
こ

と
が
い
い
こ
と
な
の
か
わ
か
ら
な
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
子
ど
も
だ
か
ら
こ
そ

わ
か
る
家
族
間
に
お
け
る
変
化
の
察

知
で
す
。A
さ
ん
の
場
合
、お
祖
母
さ

ん
が
避
難
後
、
段
々
と
元
気
を
な
く

し
て
い
る
の
を
感
じ
取
り
、
妹
さ
ん

と
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

A
さ
ん
た
ち
が
、
近
く
の
被
災
者
の

集
い
に
参
加
す
る
よ
う
勧
め
た
と
こ

ろ
、
お
祖
母
さ
ん
は
元
気
を
取
り
戻

し
た
そ
う
で
す
。B
さ
ん
は
、家
族
間

の
距
離
が
近
く
な
り
す
ぎ
た
た
め
に

喧
嘩
が
増
え
た
と
答
え
て
い
ま
し

た
。
話
を
聞
い
て
ほ
し
く
な
い
人
に

も
聞
こ
え
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に
自

身
に
聞
か
れ
た
く
な
い
で
あ
ろ
う
内

容
の
話
が
聞
こ
え
て
し
ま
っ
た
り
と

い
う
距
離
の
近
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

一
番
は
家
族
が
ギ
ス
ギ
ス
し
て
い
る

の
を
感
じ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
は
子
ど
も
が
一
番
敏
感
で
あ

り
、
弟
と
合
図
を
出
し
て
何
と
か
場

を
収
め
よ
う
と
、
子
ど
も
な
が
ら
に

苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。C
さ
ん
か
ら
は
、近
隣
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
距
離
が
変
化
し
た
た
め

に
、
お
祖
父
さ
ん
の
身
な
り
に
対
す

る
お
母
さ
ん
の
目
が
厳
し
く
な
り
、

少
し
外
へ
出
る
と
き
で
も
口
酸
っ
ぱ

く
言
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
る
と

い
う
声
を
聞
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
家
族
間
の
変
化
を
子
ど
も
の
視

点
か
ら
感
じ
取
り
、
気
に
し
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
私
が
一
番
伝
え
た
い
こ

と
と
し
て
、
故
郷
に
対
す
る
気
持
ち

の
整
理
が
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
A
さ
ん
は
ご
家
族
が

早
く
に
住
民
票
を
移
し
、
気
持
ち
の

区
切
り
が
出
来
た
こ
と
、
ま
た
都
会

の
利
便
性
に
慣
れ
た
こ
と
か
ら
、「
富

岡
町
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し

て
も
帰
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。一
方
で
、B
さ
ん
と
C
さ

ん
は
、
気
持
ち
の
準
備
が
で
き
ず
に

避
難
を
し
、
住
民
票
も
移
し
て
い
な

い
現
状
で
す
。さ
ら
に
、中
学
最
後
の

１
年
間
に
行
き
た
か
っ
た
修
学
旅

行
、
み
ん
な
と
一
緒
に
卒
業
す
る
と

い
う
当
た
り
前
の
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
と
い
う
様
々
な
思
い
が
あ
り
、

帰
り
た
い
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
が
窺

え
ま
し
た
。
そ
の
空
白
の
１
年
が
戻

っ
て
く
る
わ
け
で
も
埋
ま
る
わ
け
で

も
な
く
、そ
の
時
間
こ
そ
が
、２
人
を

戻
り
た
い
と
思
わ
せ
る
理
由
だ
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
B
さ
ん
C
さ
ん
が

浪
江
町
に
戻
る
こ
と
の
条
件
と
し

て
、「
少
し
街
並
み
が
変
わ
っ
て
い
て

も
周
り
の
人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
条

件
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
気
持

ち
の
整
理
と
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

重
要
性
も
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
３
名
の
方
に
お
話
を
伺
っ

た
こ
と
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
子
ど
も

と
思
わ
れ
て
い
た
私
た
ち
の
世
代
で

も
、真
剣
に
故
郷
へ
の
思
い
や
、人
間

関
係
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
き
っ
と
他
の
中

高
生
の
方
々
も
、
真
剣
に
震
災
や
故

郷
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ

ん
も
、「
放
射
能
の
心
配
は
あ
る
け

ど
、
一
度
や
っ
ぱ
り
故
郷
に
帰
り
た

い
。」と
か
、「
も
う
、区
切
り
を
つ
け

て
家
族
み
ん
な
で
避
難
先
で
新
た
な

道
を
歩
む
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。」

な
ど
、
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。震
災
か
ら
５
年
が
経
っ
た
今
年
、

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
話
し
合
う

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
耳
を
傾
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と
、頼
も

し
く
な
っ
た
我
が
子
や
お
孫
さ
ん
に

出
会
え
る
と
思
い
ま
す
。
現
に
お
話

を
伺
っ
た
私
は
、「
み
な
さ
ん
、
真
剣

に
考
え
て
い
て
、未
来
は
明
る
い
」と

思
い
ま
し
た
。
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学
生
の
声
と
し
て

私
は
原
発
事
故
発
生
当
時
、
い
わ
き
市
で
暮
ら
す
高
校
２
年
生
で
し

た
。
現
在
は
大
学
４
年
生
で
卒
業
を
控
え
て
い
ま
す
。
事
故
か
ら
５
年
の

月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
る
現
在
、当
時
中
学
１
年
生
だ
っ
た
方
も
高
校

３
年
生
に
な
っ
て
、
卒
業
を
控
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
震
災
当
時
に
中
高
生
だ
っ
た
方
々
の
避
難
生
活
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
を
知
り
た
い
と
思
い
、卒
業
論
文
と
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
編
集
部
・
猪
狩
）
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■「
避
難
者
の
分
散
」の
拡
大
を

前
に
し
て

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
五
年
。
福
島
県
外
への
避
難

者
数
は
埼
玉
県
で
は
昨
年
と
比
べ
や

や
減
っ
た
も
の
の
、数
多
く
の
方
い
ま

す
。
避
難
者
の
方
は
、福
島
第
一
原
発

事
故
周
辺
の
自
治
体
か
ら
に
と
ど
ま

ら
ず
、放
射
線
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
健

康
を
留
意
し
て
自
主
的
に
避
難
を
さ

れ
て
き
た
方
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
し
て
、依
然
と
し
て
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
方
が
い
る
一
方
で
、支
援
は

い
ら
な
い
、も
う
避
難
者
と
呼
ば
れ
た

く
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
避
難
者
の
分
散
の
拡
大
は
、

年
々
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
多
様
な
避
難
者
の
あ
り
方
を
前

提
と
し
た
支
援
が
重
要
な
の
で
す
。

■
避
難
先
へ
の
定
住
化
の
動
き
に

対
し
て

さ
て
、現
在
の
避
難
先
に
定
住
し

た
方
や
、定
住
し
た
い
と
考
え
て
い
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は

賠
償
金
を
元
に
住
宅
を
購
入
す
る
人

の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

住
宅
購
入
に
よ
っ
て
県
外
避
難
の
問

題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
避
難
者
の
方
の
中

で
、避
難
先
に
終
の
住
ま
い
を

作
る
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
て

い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

多
く
の
方
は
複
雑
な
気
持
ち
で
定
住

を
決
断
し
た
わ
け
で
、「
新
築
お
め
で

と
う
」と
い
う
言
葉
を
安
易
に
か
け
て

し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、避
難
者
の
方

の
気
持
ち
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
、私
た
ち
は
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、定
住
化
と
い
っ
て
も
、恒
久

的
な
場
合
も
あ
れ
ば
、一
時
的
な
定
住

（
待
避
）と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

県
外
の
定
住
化
傾
向
と
い
う
現
象
は
、

と
も
す
れ
ば
故
郷
を
捨
て
た
と
解
釈

さ
れ
、国
や
福
島
県
が
企
図
す
る「
帰

還
政
策
」に
反
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。一
時
的
な
定
住（
待
避
）

は
、「
い
つ
か
福
島
に
帰
る
」と
い
う
意

思
の
表
れ
で
あ
り
、定
住
化
し
た
県
外

避
難
者
と「
福
島
」と
の
接
点
を
保
ち

続
け
る
こ
と
が
、結
果
的
に「
帰
還
」に

繋
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

住
居
問
題
は
賠
償
の
有
無
や
経
済

状
況
の
多
寡
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
が
、よ

う
や
く
慣
れ
て
き
た
避
難
先
で
の
コ
ミ

ュニ
テ
ィ
と
円
滑
に
す
る
た
め
の
支
援

と
、避
難
元
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た
め

の
支
援
を
考
え
て
い
く
べき
で
し
ょ
う
。

■
個
別
の
悩
み
を
地
域
の
社
会

資
源
へ
と
接
続
さ
せ
る
た
め
に

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、県
外

避
難
は
原
発
事
故
に
よ
っ
て「
強
い
ら

れ
た
」も
の
で
あ
り
、何
年
経
と
う
と

も
、「
事
故
さ
え
な
け
れ
ば
、こ
ん
な

避
難
生
活
を
せ
ず
に
す
ん
だ
」と
い
う

思
い
は
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、特
に
賠
償
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
自
主
避
難
者
の
方
は
、

住
宅
問
題
だ
け
で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま

な
生
活
の
糧
に
関
す
る
支
援
を
求
め
、

国
の
施
策
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を

す
る
方
が
多
い
こ
と
も
理
解
で
き
ま

す
し
、理
不
尽
な
対
応
への
怒
り
が
避

難
者
の
根
底
に
あ
る
こ
と
を
十
分
に

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、国
の
政
策
への
批
判
を
強

め
て
い
く
だ
け
で
は
、現
実
の
生
活
の

問
題
は
解
決
し
な
い
ば
か
り
か
、避
難

先
の
地
域
社
会
、住
民
の
理
解
が
広
が

ら
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
避
難

者
の
方
が
抱
え
る
高
齢
者
・
障
碍
者
福

祉
、就
労
問
題
、子
ど
も
の
学
習
問
題

な
ど
と
いっ
た
問
題
は
、県
外
避
難
者

に
特
有
の
課
題
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

ま
ず
は
、よ
り
現
実
的
な
対
応
と

し
て
地
域
の
社
会
資
源
と
の
接
続
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
集
中

復
興
期
間
が
終
わ
る
五
年
目
を
境
と

し
て
、避
難
先
の
自
治
体
の
対
応
は

変
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、水
道
料

金
の
減
免
を
行
う
自
治
体
は
徐
々
に

減
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
対
応
の
変
化

を
そ
の
ま
ま
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、

水
道
料
金
の
減
免
が
県
外
避
難
者
へ

の
支
援
の
中
で
、ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
の
か
と
い
う
点
を
再
考
し
な
が

ら
、避
難
先
自
治
体
と
し
て
何
が
避

難
者
に
で
き
る
の
か
と
い
う
点
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、住
宅
問
題
の
記
事
で
紹
介
さ
れ
て

い
た
、秋
田
県
や
新
潟
県
の
試
み
は
、

多
く
の
県
外
避
難
者
が
抱
え
る
問
題

点
の
解
決
を
独
自
に
行
っ
た
事
例
で

あ
り
、住
民
票
の
有
無
と
は
関
係
な
し

に
、そ
こ
に
住
む
人
び
と
の
安
寧
を
目

指
す
こ
と
は
地
方
自
治
体
の
役
目
で

す
し
、住
宅
問
題
に
対
し
て
埼
玉
県
の

役
割
が
問
わ
れ
ま
す
。

■
復
興
支
援
員
の
活
躍
と
課
題

さ
て
、埼
玉
県
に
は
、埼
玉
労
福
協

が
受
諾
団
体
と
な
っ
て
い
る
復
興
支
援

員（
浪
江
町
、富
岡
町
、福
島
県
）の
他

に
、Ｒ
Ｃ
Ｆ
が
受
託
団
体
と
な
っ
た
、

双
葉
町
、大
熊
町
の
復
興
支
援
員
も
駐

在
し
て
お
り
、埼
玉
県
は
県
外
避
難
者

への
復
興
支
援
員
の
拠
点
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う（
た
だ
し
、大
熊
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
関
東
事
務
所
は
、二
〇
一
六

年
三
月
で
閉
鎖
）。
浪
江
町
、富
岡
町
、

福
島
県
の
復
興
支
援
員
は
戸
別
訪
問

を
行
い
、避
難
者
の
話
し
相
手
に
な

り
、避
難
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上

の
問
題
を
見
い
だ
し
、そ
の
解
決
に
向

け
て
奔
走
し
て
い
ま
す
。一
方
、大
熊

町
の
復
興
支
援
員
は
、避
難
者
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
形
成
や
運
営
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
、双
葉
町
の
復
興
支
援
員
は

埼
玉
県
内
の
双
葉
町
民
の
団
体
と
の

調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。
前
者
が
戸
別

訪
問
を
中
心
に
、避
難
者
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
個
別
の
ニ
ー
ズ
、支
援

策
を
考
え
る
の
に
対
し
て
、後
者
は
県

外
避
難
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
重

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、避
難
者
の

分
散
の
拡
大
、定
住
化
の
傾
向
と
い
う

点
を
考
え
れ
ば
、戸
別
訪
問
に
よ
る

傾
聴
、悩
み
や
ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
、避

難
先
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ
び
避
難
元
と

の
関
係
性
を
良
好
に
保
つ
試
み
と
い

う
二
つ
の
復
興
支
援
員
の
活
動
が
今

後
、不
可
欠
に
な
る
で
し
ょ
う
。

■
埼
玉
広
域
避
難
者
支
援
セ
ン

タ
ー
設
立
目
的

「
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
復
興

の
加
速
に
向
け
て
」と
閣
議
決
定（
二

〇
一
五
年
一
二
月
二
〇
日
）さ
れ
た
内

容
は
、福
島
へ
の
早
期
帰
還
支
援
が
謳

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
必

ず
し
も
県
外
避
難
者
へ
の
支
援
に
接

続
し
な
い
可
能
性
を
孕
ん
で
い
ま
す
。

す
べ
て
の
避
難
者
が
福
島
への
早
期
の

帰
還
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

「
福
島
と
い
う
場
所
」に
限
定
さ
れ
た

復
興
政
策
は
、そ
の
場
に
い
な
い
避
難

者
へ
の
支
援
を
制
限
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
か
ら
で
す
。

避
難
者
の
問
題
が
風
化
さ
れ
て
い

く
中
で
、避
難
者
の
複
雑
な
状
況
を

理
解
し
、避
難
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

支
援
を
地
域
の
社
会
資
源
と
接
続
さ

せ
な
が
ら
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

こ
の
た
び
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

埼
玉
広
域
避
難
者
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た（
現
在

は
申
請
中
）。
埼
玉
県
内
に
避
難
し
て

い
る
人
々
が
避
難
元
地
域
の
状
況
や

帰
還
・
移
住
の
選
択
を
問
わ
ず
生
活

を
再
建
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て
、避
難
者
への
支
援
お
よ

び
行
政
・
民
間
団
体
・
当
事
者
団
体
と

の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
避
難
者
や
被
災
者
の

支
援
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、さ
ま
ざ

ま
な
人
々
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
生

き
、多
様
な
人
々
が
多
様
に
生
き
て
い

く
こ
と
を
認
め
て
い
く
社
会
を
模
索

し
て
い
く
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、何
よ
り

一
刻
も
早
く
、避
難
者
の
支
援
が
不
必

要
と
な
り
、こ
の
組
織
が
解
散
で
き
る
よ

う
に
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
る
よ
う
、お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
様
な
価
値
、多
様
な
選
択
を
認
め
た

支
援
を
―
埼
玉
広
域
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
の
狙
い

西
城
戸
誠

（
法
政
大
学
人
間
環
境
学
部
）



◆埼玉弁護士会
○弁護士による無料の対面・電話相談（事前予約制）　

予約受付ダイヤル：0120－013－814（フリーダイヤル）
[受付時間�10：00～17：00（土日祝日も受付）]�

○「法律相談センター」で相談する（時間は30分が原則）
あらかじめ日時をご予約いただき、お近くの法律相談センターまでお
越しください。
埼玉県南部の方→埼玉弁護士会法律相談センター048-710-5666
埼玉県西部の方→川越支部法律相談センター�049-225-4279
埼玉県北部の方→�熊谷支部法律相談センター�048-521-0844
埼玉県秩父地域の方→�秩父法律相談センター�048-521-0844
埼玉県東部の方 越谷支部法律相談センター　048-962-1188
＊電話による法律相談は受け付けておりません。

○原発被害救済弁護団
相談内容・お住まいの地域等を考慮のうえ，弁護団所属の弁護
士をご紹介 弁護団電話番号　048-642-3883

◆原子力損害賠償・廃炉支援機構東京本部での各種相談
弁護士による対面相談　毎週　月・水
開催時間　10:00～17:00　場所　機構本部
港区虎ノ門2-2-5共同通信会館5階
※お問合せ・予約は「フリーダイヤル0120-330-540」
http://www.ndf.go.jp/contact/location.html

◆行政書士による賠償請求に関する電話での無料の情報提供
賠償請求や申立てに関する手続き、各種公的支援制度等に関す
る情報提供�0120－013－814（フリーダイヤル）
[開催時間 10：00～17：00（土日祝日も受付）]

◆埼玉県司法書士会
電話：048-838-1889
【電話法律相談情報】相談内容：法律相談（登記･相続、クレジッ
ト、サラ金問題、民事再生、破産、小額訴訟、成年後見、会社設
立･変更など）※国民の祝日、年末年始、8/13～15までの期間を除く。

○埼玉司法書士会の総合相談センター
浦和総合相談センター�埼玉司法書士会館
電話：048-838-7472　受付：平日10～16時

◆女性のための電話相談ふくしま
電話0120-207-440　通話料無料／全国共通番号
相談時間�月～金（祝日除く）10時～17時
主催：内閣府／福島県�協力：女性の自立を応援する会／いわき
ふれあいサポート／郡山市／いわき市
眠れない、生活、ＤＶ、孤独感、家族、人間関係、仕事、将来の不
安。被災している方はもちろん、被災者を支援している方から
のご相談も対応します。秘密は厳守しますので、どうぞ安心し
てご相談ください。専門の相談員が担当しています（匿名でご
相談いただけます）。

◆SSNあなたも一言！ 避難生活なんでもダイヤル
避難生活上の不満、悩み、お困りごとなど、なんでも、あなたの
一言をお聞かせください。解決方法を一緒に考えます。
避難者の方だけでなく、避難者支援をしている方々からの代理
電話相談もお待ちしています。
いただいた声は、必要に応じて国や行政に届けます。
電話番号：048-829-7400
受付時間：毎日10:00～18:00
主催団体：震災支援ネットワーク埼玉

◆福島就職応援センター
仕事をお探しの方にカウンセリングを実施し、能力・適性に合わ
せた求人情報を提供して就職を支援しています。また、求人開拓
を通して地域企業の求人業種・職種と求職者とのマッチングを推
進し、就職を支援しています。なお、生活・就労相談も行ってい
ますので、お気軽にご相談ください。
〔窓口相談〕専門の相談員による就職相談・職業紹介や生活・就
労相談を行い就職等を支援しますので、お気軽にご相談くださ
い。また、独自の求人開拓を行い、求職者と求人企業のマッチン
グを図りながら就職支援と併せて企業の人材確保を支援してい
きます。
〔東京窓口〕ふるさと暮らし情報センター内�〒100-0006�東京都
千代田区有楽町2-10-1�東京交通会館6階
TEL.03-3214-9009／FAX.03-6273-4404
ご利用時間　月曜日～土曜日　10:00～18:00　休館日　日曜
日・祝日・8月�13日～15日・年末年始（12月29日～1月3日）

◆埼玉県の東日本大震災復興支援相談窓口
電話：048-830-8281（危機管理防災部危機管理課）
〇午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝日を除く）
〇相談は、原則電話で受け付けます。
・公営住宅・民間賃貸住宅の入居について
・就労支援について
個人向け •原発事故に伴う健康相談窓口（保健医療政策課）�

•外国人のための災害関係相談窓口�（国際課）�
事業者向け•中小企業に対する支援策・相談窓口（産業労働政策課）�

•農業相談窓口（農業政策課）

◆ふくしまの今とつながる相談室toiro
電話：024-573-2731（相談ダイアル）
県外で生活されている方々の様々なご相談をお受けします。
お電話いただければ、折り返りおかけします。
・避難前に住んでいた地域の現在の様子を知りたい。
・避難先で日常生活の相談に乗ってくれるところを探している。
・県外避難から福島に戻ったママたちの話を聞きたい、 など。

一人で悩まないで、

ぜひ、ご相談ください
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※
毎
月
11
日
は「
震
災
被
災

者
」専
用
相
談
で
す
。


